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本紙は女性の視点で平和と平等を推進します

今年も全国各地で女性

トがくりひろげられた O

東京での集会のいくつかを紹介する。

甜さんの舞踊のフィナーレ。参加者も合流して踊った。

連帯を示すパフォーマンスとなった

3月 8日国際女性デ o

たちのさまざまなイベン千
人
集
う
中
央
集
会

権

利

と

平

和

、

暮

ら

し

の

問

題

訴

え

る

女
性
の
願
い
実
現
す
る
政
治
を

活動を示す図や画を見せながら

女たちのトークがつづいた

お
ん
な
た
ち
の
祭
り

映

画

や

元

気

の

出

る

芝

居

で

楽

し

む

九
分
科
会
に
分
れ
て
討
論
も

東
京
ウ
ィ
メ
ン
ズ
プ
ラ
ザ
で
は
、
朝

か
ら
夕
方
ま
で
「
mm国
際
女
性
デ
l
お

ん
な
た
ち
の
祭
り
実
行
委
員
会
」
主
催

の
「
結
び
合
お
う
女
た
ち
!
あ
な
た
も

私
も
元
気
に
な
る
口
」
が
く
り
ひ
ろ
げ

ら
れ
た
の
午
前
中
は
出
光
真
子
さ
ん
の

映
画
や
か
元
気
の
出
る
芝
居
u
「
女
の
ク

リ
ニ
ッ
ク
元
気
」
で
た
の
し
み
、
午
後

は
九
分
科
会
に
分
か
れ
て
討
論
。

民
法
改
正
、
女
性
性
器
切
除
、
平
和

憲
法
を
護
る
、
世
界
か
ら
地
雷
を
な
く

そ
う
、
労
基
荏
改
定
い
ま
な
に
を
な
す

べ
き
か
、
夫

・
恋
人
か
ら
の
暴
力
、
女

性
よ
自
ら
銀
行
を
つ
く
ろ
う
、
レ
ス
ビ

ア
ン
が
回
ら
の
生
活
を
語
る
、
ア
サ
1

テ
ィ
ブ

・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
、
い
ま
久

性
た
ち
の
関
心
伊
集
め
て
い
る
テ
l
マ

が
語
り
合
わ
れ
た
。

十
四
時
四
十
分
か
ら
全
体
会
。
越
寿

玉
(
チ
ョ
ウ
ス
オ
ク
)
さ
ん
の
韓
国
の

伝
範
云
能
珍
踏
襲
す
る
舞
踊
を
楽
し
ん

だ
あ
と
、
女
性
グ
ル
ー
プ
の
リ
レ
l
ト

ー
ク
。
分
科
会
を
持
っ
た
グ
ル
ー
プ
も

持
た
な
い
グ
ル
ー
プ
も
、
活
動
状
祝
や

思
い
を
語
る
。

三
月
三
日
の
η

女
の
ゼ
ネ
ス
ト
u

を

実
戸
廿
し
た
女
性
た
ち
は
「
男
女
平
等
基

本
法
を
つ
く
る
運
動
を
進
め
て
い
る

が
、
十
二
の
政
党
が
支
持
し
て
い
る
」

と
明
る
い
報
告
。
コ
ス
モ
ス
の
会
は
夫

や
恋
人
の
掛
力
の
当
事
者
た
ち
が
昨
年

結
成
し
た
グ
ル
ー
プ
で
、
は
じ
め
て
こ

う
し
た
集
会
に
登
場
。
「
暴
力
を
が
ま

ん
せ
ず
辛
か
っ
た
こ
と
を
語
ろ
う
」
と

呼
び
か
け
た
。
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
裁
判
を
支
え
た
女
性
た
ち
は
、

横
浜
裁
判
の
逆
転
勝
訴
で
「
セ
ク
ハ
ラ

が
重
夫
な
人
格
や
性
的
自
由
に
対
す
る

重
大
な
侵
害
と
認
め
ら
れ
た
こ
と
は
人

き
な
成
果
、
こ
の
勝
利
を
秋
田
セ
ク
ハ

「
1
9
9
8年
国
際
婦
人
デ
l
中
央

大
会
」
(
主
催

・
実
行
委
)
は
、
六
日

夜
、
台
東
区
の
浅
草
公
会
堂
で
行
わ
れ

た
。
「
い
の
ち

・
平
和
花
ひ
ら
か
せ

よ
う
剖
世
紀
を
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も

と
、
約
千
人
の
女
性
た
ち
が
集
っ
た
J

春
伊
告
げ
る
、
黄
色
い
ミ
モ
ザ
の
花

を
手
に
し
た
女
性
た
ち
の
コ
ー
ラ
ス
で

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
。
開
会
あ
い
さ
つ
は
、

戦
後
の
国
際
婦
人
デ
l
に
欠
か
さ
ず
参

加
、
今
年
九
|
九
歳
の
櫛
田
ふ
き
実
行

委
員
長
か
ら
。
「
こ
の
半
位
紀
、
日
本

は
一
兵
だ
に
戦
死
さ
せ
ず
、
外
国
人
を

勾
us

「白浪 5人女」が登場すると
ヤンヤの喝采

た
だ
の

一
人
も
殺
さ
な
か
っ
た
。
態
法

九
条
が
あ
っ
た
お
か
げ
だ
」
と
、
ア
メ

リ
カ

・
オ
ハ
イ
オ
州
の
オ
l
パ
ピ
l
博

上
の
一
言
葉
を
ひ
き
、
「
世
界
の
女
が
手

を
つ
な
げ
ば
戦
争
な
ん
て
起
こ
ら
な

い
。
女
性
が
リ
ー
ド
し
、
骸
兵
器
や
地

雷
の
な
い
、
平
和
な
こ
の
世
の
楽
園
を

つ
く
り
ま
し
ょ
う
」
と
呼
び
か
け
た
。

来
賓
と
し
て
中
村
道
子
(
国
際
婦
人

年
連
絡
会
世
話
人
)
さ
ん
、
広
井
暢
子

(
日
本
共
産
党
女
性
・
児
童
局
長
)
さ

ん
が
あ
い
さ
つ
。
圏
内
外
か
ら
の
連
待

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
披
露
さ
れ
た
後
、
聞
峻

淑
子
(
崎
玉
大
名
古
教
授
)
さ
ん
が
「
時

代
の
変
り
目
|
今
乙
そ
豊
か
さ
と
自
立

を
」
と
題
し
て
記
念
講
演
し
た
。

「
敗
戦
後
、
天
皇
に
変
わ
る
価
値
観

が
憲
法
に
一ぶさ
れ
た
。
が
、
人
権
重
視

は
カ
ネ
と
モ
ノ
の
価
値
観
に
す
り
か
え

ら
れ
た
。
私
た
ち
が
幸
せ
に
な
る
に

は
、
ま
ず
パ
イ
歩
大
き
く
、
国
民
総
牛

産
を
あ
げ
な
け
れ
ば
と
だ
ま
さ
れ
、
経

済
重
視
の
政
策
が
取
ら
れ
た
結
果
、
人

間
性
は
失
わ
れ
環
境
が
犠
牲
に
な
っ

た」。今
、
地
球
全
体
が
一
つ
に
な
ろ
う
と

グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
。
「
貿
易
、
金

融
、
軍
事
向
盟
な
ど
が
先
行
す
る
形
だ

が
、
貧
困
、
平
和
や
女
性
の
権
利
の
た

め
に
、
世
界
の
人
が
手
を
つ
な
ぎ
闘

う
、
国
際
婦
人
デ
ー
の
よ
う
な
グ
ロ
ー

バ
ル
化
こ
そ
が
大
事
」
と
言
い
、
「
軍

事
と
金
に
押
し
つ
ぶ
さ
れ
て
は
い
け
な

い
。
生
活
に
足
を
つ
け
て
物
を
考
え
、

け
し
て
ご
ま
か
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
目

を
養
お
う
」
と
結
ん
だ
。

第
二
部
は
、
闘
い
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
。

舞
台
に
か
白
浪
五
人
女
“
が
登
場
、
消

詑
税
な
ど
暮
ら
し
の
問
題
を
訴
え
る
と

ヤ
ン
ヤ
白
喝
采
。
働
く
現
場
か
ら
は
「
人

間
ら
し
く
生
き
働
き
た
い
。
男
女
共
通

規
制
を
。
労
働
法
改
悪
反
対
」
よ
訴
え

が
つ
づ
い
た
。
東
京
土
建
・
主
婦
の
会

の
女
性
は
自
ら
の
戦
争
体
験
を
語
り
、

平
和
の
問
題
を
ア
i
ピ
ル
し
た
。

「
私
た
ち
は
世
界
の
闘
、
つ
女
性
た
ち

と
連
帯
し
、
日
本
の
女
性
の
共
同
伊
さ

ら
に
ひ
ろ
げ
、
国
民
と
女
性
の
願
い
を

実
現
す
る
政
治
を
求
め
て
行
動
す
る
」

と
日
本
政
府
に
対
す
る
決
識
を
満
場
一

致
で
探
択
。
大
会
終
了
後
、
浅
草
駅
ま

で
元
気
に
デ
モ
行
進
し
た
。

ラ
裁
判
に
!
」
と
語
る
。
し
ん
ぐ
る
ま
か
ら
」
と
訴
え
た
。

ざ
あ
ず

・ふ
お
|
ら
む
の
女
性
た
ち
女
た
ち
の
メ
ッ

l
セ
l
ジ
は
、
困
燃

は
、
児
童
扶
養
手
当
改
悪
へ
の
怒
り
を
な
局
面
の
場
合
も
、
元
気
良
く
、
明
る

漫
寸
で
ぶ
ち
ま
け
、
「
女
た
ち
が
暮
ら
か
っ
た
。

し
や
す
い
世
の
中
を
作
ろ
う
、
そ
れ
は
終
f
後
、
原
宿
駅
ま
で
恒
例
の
に
ぎ

す
べ
て
の
人
が
住
み
よ
い
社
会
な
の
だ
や
か
な
パ
レ
ー
ド
を
く
り
ひ
ろ
げ
た
。

円
で
、
前
年
比
七

・
七
%
増
。
「
新
規
予

算
要
求
は
全
て
認
め
ら
れ
、
か
つ
て
な

い
伸
び
。
人
員
削
減
の
中
で
二
名
の
用

員
が
認
め
ら
れ
た
」
(
同
宰
真
・
名
取
は

に
わ
さ
ん
)
。
新
規
事
業
は
、
専
門
家
を

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
す
る
交
性
に
対
す
る
暴

力
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
同
友
共
同
参
画
型
社

会
の
実
現
の
た
め
に
、
者
い
人
を
育
て

る
女
性
ヤ
ン
グ
リ
ー
ダ
ー
会
議
な
ど
。

女
性
労
働
関
係
は
、
同
等
法
改
正
の

趣
旨
を
、
九
九
作
の
胞
行
ま
で
に
周
知

徹
底
す
る
た
め
の
予
算
が
取
ら
れ
た
。

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
、
セ
ク
シ

ュ
ア
ル

・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
、
母
性

健
康
管
理
対
策
の
強
化
な
ど
。
ま
た
、

九
九
年
義
務
化
の
介
護
休
業
制
度
で

は
、
白
金
の
a

一
五
%
を
雇
用
保
険
の
中

か
ら
山
す
休
業
中
の
労
働
者
の
経
済
的

援
助
の
た
め
の
制
度
を
創
設
。

大
幅
な
切
り
捨
て
が
あ
っ
た
の
は
家

庭
福
祉
関
係
で
、
児
童
扶
養
手
当
て
の

所
得
制
限
の
見
直
し
が
八
月
に
実
胞
さ

れ
る
。
こ
れ
ま
で
手
当
て
の

一
部
支
給

の
上
限
は
年
収
四
百
七
万
八
千
円
だ
っ

た
が
、
こ
れ
が
三
百
万
円
に
。
毎
年
受

給
者
が
二
万
人
ず
つ
増
え
、
今
年
は
六

十
七
万
五
千
人
に
な
る
と
貝
込
ま
れ
、

予
算
が
百
億
円
増
え
た
こ
と
か
ら
、
一

部
支
給
の
上
限
を
押
さ
え
る
こ
と
で
浮

か
せ
よ
う
と
い
う
ね
ら
い
だ
が
、
「
母

子
家
庭
の
平
均
年
収
は
二
百
万
円
余
り

と
い
う
の
に
、
現
場
の
声
を
聞
い
て
や

っ
て
い
る
の
か
」
と
の
意
見
も
出
た
。

農
漁
村
婦
人
生
活
関
係
で
は
、
農
業

就
業
人
口
の
六
割
を
占
め
な
が
ら
、
い

ま
だ
に
十
分
評
価
さ
れ
な
い
農
漁
村
の

女
性
の
地
位
向
上
の
た
め
の
中
長
期
ビ

ジ
ョ
ン
、
一
」

0
0
0年
プ
ラ
ン
に
沿
っ

て
施
策
を
推
進
。
農
協
と
組
ん
で
の
高

齢
者
の
た
め
の
介
護
者
の
養
成
は
、
す

で
に
三
万
七
千
人
の
へ
ル
パ
ー
を
育
て

た
。
こ
の
卒
業
を
さ
ら
に
拡
充
す
る
。

増%
 

A
qノ

d
E
E
且算予進雄両参同並ハ女男

「
平
成
十
年
度

・
国
の
女
性
関
係
予

算
案
を
聞
く
会
」
(
主
催
・
財
団
法
人
市

川
房
枝
記
念
会
/
日
本
婦
人
有
権
者
同

盟
)
が
、

二
月
二
十
五
日
、
東
京
・

代
々
木
の
婦
選
会
館
で
開
か
れ
た
。
こ

の
日
説
明
が
あ
っ
た
の
は
、
国
内
行
動

計
画
、
女
性
労
働
、
売
春
対
策
、
母
子

衛
生
、
家
庭
福
祉
、
保
育
、
婦
人
教

育
、
農
漁
村
婦
人
生
活
関
係
の
八
ジ
ャ

ン
ル
で
、
担
当
省
庁
か
ら
予
算
の
概

要
、
新
規
事
業
、
次
年
度
に
目
指
す
施

策
な
ど
に
つ
い
て
解
説
が
あ
っ
た
。

開
会
に
当
た
り
挨
拶
し
た
日
本
婦
人

有
権
者
同
盟
会
長
の
紀
平
悌
子
さ
ん

は
、
「
深
刻
な
経
済
状
況
の
も
と
、
鼠

大
の
鐙
蜂
(
ひ
ん
し
ゅ
く
)
予
算
と
言

わ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
交
性
に
関
す

る
予
算
が
ど
れ
ほ
ど
か
が
、
そ
の
国
の

姿
勢
を
知
る
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
」
と
一富市

い
、
足
下
か
ら
国
の
予
算
を
知
る
よ
す

が
に
な
れ
ば
、
と
話
し
た
。
説
明
の
中

か
ら
主
な
も
の
を
拾
・
つ
午

l
。

「
男
女
共
同
参
画
二

0
0
0年
プ
ラ

ン
」
に
添
っ
た
、男
友
共
同
参
画
推
進
関

係
予
算
額
は
、
六
兆
千
五
丙
ニ
ト
四
億

六
千
六
百
六
十
五
万
八
千
円
。
前
年
度

比一

・
九
%
増
で
、
総
体
と
し
て
は
伸

び
て
い
る
。
顕
著
な
の
は
、
男
女
共
同

参
画
室
で
、
予
算
は
一
億
四
千
八
百
万

「平成10年度・国の女性関係予算案を聞く会」

所得制限大幅削減
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/
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三
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三
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/
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d
γ
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七
条
か
ら
な
る
か
な
り
簡
単
な
権
、
子
ど
も
の
教
育

・
養
育
費
や
同
棲
と
い
っ
た
"
新
u

現
象
は
た
ま
た
緩
や
か
に
寛
容
に
な

川
一
ト
フ
一

婚
姻
法
で
、
複
雑
な
今
の
社
会
負
担
、
財
産
分
与
な
ど
詳
細
な
に
対
し
て
、
新
婚
姻
法
が
ど
う
る
の
か
中
そ
こ
に
は
当
然
、
田

川
一
で
一

状
況
は
フ
ォ
ロ
ー
し
き
れ
ず
、
規
定
を
設
け
、
現
行
法
に
欠
け
い
う
姿
勢
を
と
る
の
か
を
注
目
家
の
姿
勢
が
反
映
さ
れ
て
く
川
一
間
一

早
急
な
見
直
し
を
迫
ら
れ
て
い
て
い
た
空
白
部
分
量
め
る
予
し
て
い
る
。
る
。
つ
ま
り
、
新
婚
姻
法
は
H

園
川
一
新
一

た

。

家

安

泰

の

礎

“

で

あ

る

家

庭

、

川

一

る

一

今
回
の
修
正
は
、

親

族

関

係

家

族

の

保

全

に

対

し

て

、

新

た

山
一
V
八一

の
規
定
か
ら
出
産
・
養
育

・
扶

な

司

法

的

見

解

を

打

ち

出

す

こ

川

一
了
.
二

義

制

度

、

夫

婦

聞

の

財

産

制

度

と

に

な

る

。

川

一
も
一

に

い

た

る

ま

で

、

多

岐

に

わ

た

新

聞

紙

面

も

「

さ

ら

に

一

川

一
一
〉
二

歩
、
離
婚
自
由
法
に
な
る
か
、

山
一
と
一

離
婚
制
限
法
に
な
る
か
」
、
「
伝

山
一
清
一

統
か
、
そ
れ
と
も
前
衛
か
」
川
ニ

4
2
J
一

と
、
大
い
に
関
心
砂
持
っ
て
行

山
一
は
一

方
を
見
守
っ
て
い
る
。
一
般
市

川
一
わ
一

民
の
関
心
は
ま
だ
そ
れ
ほ
ど
高

川
一
一
一

く
な
い
よ
う
だ
が
、
今
回
の
修

川
一
ュ
一

正
が
ど
ち
ら
の
方
向
へ
向
か
う

山
一
一
こ

か
は
、
実
は
人
々
の
生
活
に
大

川
一
川
こ

さ
な
影
響
力
を
も
っ
て
く
る
身

川一

一仁
川
，一

近
な
問
題
に
違
い
な
い
O

i
r
-
-

，♂ぷ説草匡指言s 石川郁

く
、
現
在
、
地
方
裁
判
所
の
離

婚
調
停

・
訴
訟
の
三
分
の
二

は
、
女
性
か
ら
の
申
立
て
だ
と

い
う
。
こ
れ
は
二
十
世
紀
以

降
、
位
界
共
通
の
現
象
だ
そ
う

で
、
女
性
の
地
位
の
向
上
を
反

中
国
の
離
婚
率
は
、
欧
米
に

比
べ
れ
ば
ま
だ
そ
れ
ほ
ど
高
い

と
は
一
言
え
な
い
が
、
そ
れ
で
も

年
々
増
加
の
一
途
を
辿
っ
て
い

る
。
あ
る
統
計
に
よ
汽
は
、
八

O
年
に
0
・
七
%
だ
っ
た
離
婚

率
は
、
九
六
年
に
は
一

・
七
五

%
ま
で
上
が
っ
て
い
る
。
こ
の

統
計
で
は
円
本
の
離
婚
率
は
一

・
一一一
%
と
な
っ
て
い
て
、
中
国

が
日
本
を
上
回
っ
て
い
る
訳

だ
。
ち
な
み
に
最
も
多
い
離
婚

理
由
は
「
感
情
の
亀
裂
」。

こ
う
し
た
統
計
数
字
を
全
面

的
に
信
用
す
る
と
と
は
で
き
な

い
が
、
興
味
深
い
の
は
、
女
性

側
が
離
婚
を
望
む
ケ
l
ス
が
多

映
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
か
。

意
外
な
こ
と
に
二

0
年
代
、

三

0
年
代
の
中
国
で
も
同
僚
だ
っ

た
と
い
、
っ
。

さ
て
、
中
国
で
は
、
現
紅
、

婚
姻
法
の
修
正
準
備
が
進
め
ら

れ
て
い
る
。
九
七
年
に
は
、
模

擬
案
が
提
出
さ
れ
、
目
下
、
全

中国=⑪

国
の
専
門
家
た
ち
が
検
討
を
重

ね
て
い
る
。

現
行
の
婚
姻
法
は
、
一
九
五

O
年
に
制
定
さ
れ
、
八

一
年
に

修
正
が
加
え
ら
れ
た
。
当
初
の

主
目
的
は
婚
姻
の
自
由
の
保
障

婚
姻
法
の
改
正
進
む
議
嗣
漂

に
あ
り
、
封
建
的
な
売
買
婚
や

親
の
取
決
め
に
よ
る
「
包
弁
」

結
婚
を
禁
止
し
て
、
自
由
意
思

に
よ
る
結
婚
に
法
的
根
拠
を
与

え
た
。
八
一
年
の
修
正
で
は
、

時
代
を
反
映
し
て
離
婚
の
自
由

が
強
調
さ
れ
、

n

離
婚
自
由

法
“
と
も
呼
ば
れ
た
。
五
章
一
一

っ
て
い
る
。

そ
の
中
で
、
最
も
注
目
さ
れ

て
い
る
の
が
、
婚
姻
の
無
効
や

離
婚
に
関
す
る
規
定
が
大
幅
に

補
充
、
増
設
さ
れ
る
ζ
と
。
離

婚
の
成
立
要
件
や
離
婚
理
由
の

法
的
解
釈
お
よ
び
確
定
、
認
証

機
関
、
さ
ら
に
離
婚
後
の
親

鮮燃焼友美恋、
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結婚生活に対する満足度や現状ア

ンケート、専門家が論評するほど

悲観的な数字は出ていないがー

(中国の雑誌から)

定
だ
。具
体
的
な
内
容
は
ま
だ
明
ら

か
に
さ
れ
て
い
な
い
が
、
世
論

は
、
昨
今
指
え
つ
つ
あ
る
不
倫

伝
統
的
な
結
婚

・
家
庭
観
か

ら
逸
脱
し
て
し
ま
っ
た
現
象
や

当
事
者
に
対
し
、
法
的
規
制
は

は
た
し
て
き
つ
く
な
る
の
か
、

児扶手当、

担当者に多くの意見も寄せられた

弘田
V

向
日
ぶ
り
か
で

閤

一

・

庭
に
で
て
み
る

曹

回

轟

と
、
半
聞
き
の
は

瞳

h
R曲
ず
だ
っ
た
沈

r花

臨
醐
萌
揺

が
満
開
に
な
っ
て

間
開
院
醐

い
た
。
ボ
ケ
も
つ

曙
瓦
胆
踊

ぼ
み
を
ふ
く
ら
ま

a曹司
せ
、
四
分
咲
き

だ
。
春
だ
な
、
と
忠
う
V
わ
が

家
の
沈
丁
花
は
赤
白
二
株
。
ど

ち
ら
も
道
端
の
花
の
小
岐
を
頂

い
て
、
挿
し
木
で
増
や
し
た
も

の
だ
。
大
き
く
見
事
に
育
っ
た

赤
花
の
株
が
一
昨
年
枯
れ
て
し

ま
っ
た
が
、
な
に
げ
な
く
そ
の

一
肢
を
さ
し
て
お
い
た
η

子
ど

も
“
が
恨
づ
い
て
い
る
。
十
セ

ン
チ
ほ
ど
の
小
さ
な
身
体
に
、

た
っ
た

一
つ
花
を
つ
け
シ
ャ
ン

と
背
歩
伸
ば
し
て
い
る
姿
を
見

る
と
"
健
気
“
と
い
う
、
忘
れ

か
け
て
い
る
君
葉
を
思
い
出
す

V
ボ
ケ
は
一
昨
年
、
十
セ
ン
チ

ほ
ど
の
小
さ
な
株
を
五
百
円
で

求
め
た
も
の
だ
。
よ
も
伸
び
、

大
し
て
位
話
も
し
な
い
の
に
び

っ
し
り
と
つ
ぼ
み
を
つ
け
る
。

ζ
れ
は
η

律
儀
“
と
い
う
こ
れ

も
半
ば
死
語
と
な
っ
て
い
る
言

葉
に
ぴ
っ
た
り
だ
V
隣
近
所
の

家
の
庭
も
、
美
し
く
な
っ
て
き

た
。
万
物
蘇
る
春
は
、
わ
く
わ

く
す
る
季
節
だ
。
孫
も
小
学
校

に
入
る
。
ピ
カ
ピ
カ
の
一
年
生

で
、
い
っ
そ
う
お
め
で
た
い
春

の
は
ず
、
な
の
だ
が
、
も
う
一

つ
喜
べ
な
い
V
今
ま
で
保
育
園

で
競
争
と
無
縁
、
の
ん
び
り
暮

ら
し
て
い
た
の
が
、
勉
強
に
追

い
立
て
ら
れ
る
学
校
に
行
く
。

嬉
し
い
よ
り
前
に
大
丈
夫
か
な

と
心
配
だ
。
い
ま
ま
で
保
育
園

で
延
長
保
育
で
六
時
ま
で
預
か

っ
て
も
ら
っ
た
の
が
、
山
学
瑳
保

育
に
な
る
と
五
時
ま
で
だ
そ
-
つ

で
、
親
も
頭
が
痛
い
V
新
し
い

ラ
ン
ド
セ
ル
を
見
せ
て
も
ら
っ

た
。
「
占
い
の
も
あ
っ
た
け

ど
、
み
ん
な
黒
だ
か
ら
黒
い
の

に
し
た
の
。
黒
の
ほ
う
が
男
の

子
ら
し
い
の
で
し
ょ
」
と
孫
。

早
速
明
ら
し
い
が
始
ま
っ
た
と

が
っ
か
り
す
る
。
保
育
園
は
開

も
女
あ
黄
色
い
肩
掛
け
カ
バ
ン

だ
っ
た
の
に
。
人
と
違
う
色
だ

と
苛
め
ら
れ
る
そ
う
で
、
親
も

国
険
で
き
な
い
よ
う
だ
。
な
ん

と
も
う
っ
と
う
し
い
。

ノ

ペユ

/づ
/
J
Fシ
ノ
〆
〆
ツ
/
ノ
ク

い
つ
も
「
女
性
ニ
ュ
ー
ズ
」
へ
の
と
愛
顧
あ
り
が
と
う

と
ざ
い
ま
す
。

乙
の
度
弊
社
で
は
、
発
送
業
務
の
完
全
コ
ン
ヒ
ュ

l
タ

化
に
伴
い
、
メ
イ
ル
・
リ
ス
ト
・
デ
l
h
3
9
改
訂
致
し
ま

し
た
。
新
デ
ー
タ
で
の
発
送
は
、

三
月
末
か
ら
四
月
に
か

け
て
の
予
定
で
す
。

作
業
に
当
た
り
ま
し
て
は
、
細
心
の
注
意
を
払
い
ま
し

た
が
、
未
配
達
、
誤
記
な
ど
が
と
ざ
い
ま
し
た
ら
、
電

話、

F
A
X、
は
が
き
な
ど
で
是
非
、
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

ま
た
、
非
常
に
珍
し
い
漢
字
な
ど
、
カ
ナ
入
力
に
な
っ

て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
順
次
、
訂
正
し
て
参
り
ま

す
。
し
ば
ら
く
の
問
、
と
容
赦
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い

致
し
ま
す
。

全
国
婦
人
新
聞
社 J 
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/ 
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た
が
、
結
納
継
航
中
の
八
人
巾

一
4
人
は
一
本
脳
内
別
問
中
だ
っ

た
。
コ
分
の
一
は
就
労
し
て
い

た
が
、
一
一
分
の
の
無
臓
の
人

の
な
か
に
は
よ
の
単
刀
で
仕
事

が
で
き
な
い
人
も
い
F
」
。
受
け

た
以
力
は
殴
る
蹴
る
の
身
体
的

暴
刈
の
ほ
か
J
黙
の
鱗
川
、
経

済
的
暴
川
、
威
嚇
が
あ
る
。

こ
う
し
F
長
h
H
宇
受
け
つ
づ

け
て
い
る
う
ち
、
相
手
へ
の
恐

怖
(
逃
げ
ら
れ
は
い
)
、
円
分
へ

の
無
山
感
に
お
ち
い
る
。
夫
の

暴

力

を

過

小

評

摘

し

、

白

分

に

な

る

。

中

央

労

働

審

点

会

は

、

落
包
皮
が
あ
る
と
相
手
を
正
当

n

事
様
な
働
え
万
の
周
状
に
則

化

す

る

こ

と

も

あ

る

。

社

会

か

し

て

"

と

綜

し

て

、

変

形

労

ら
も
閉
五
zcれ
相

談

す

る

相

手

働

、

政

府

労

働

の

拡

大

な

ど

の

も

い

な

い

。

「

反

述

に

も

恥

ず

労

働

法

制

の

h

制

制

緩

和

4

を

か

し

く

て

手

凡

な

い

」

人

が

多

打

ち

出

し

「

ョ

い

。

耐

え

続

け

「

-

1

じ

年

我

H

本

弁

世

上

述

人

門

会

・
向
刊

慢

し

た

」

ケ

l

ス

も

あ

る

。

の

平

等

に

閲

す

る

委

口

会

で

が

、

耐

え

て

い

る

う

ち

「

こ

は

、

七

日

、

東

京

・
但
が
閣
の

れ

は

評

さ

れ

る

べ

き

で

な

い

」

井

雌

上

会

館

で

シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム

と

思

つ

よ

う

に

な

り

、

相

談

や

」

仕

引

も

家

庭

も

い

さ

い

き

と

提

助

そ

求

め

た

経

験

再

も

多

か

に

|

|

人

7

こ
そ
、
労
働
条
刊
に
闘

っ

た

が

、

梢

神

科

医

に

「

(

夫

唱

す

る

山

広

共

通

の

視

制

キ

了

は

)

川

本

料

開

に

あ

さ

て

イ

安

心

た

l

」

を

閉

さ

、

今

の

労

働

別

刷

リ

ア

料

開

が

食

べ

た

い

の

だ

ひ

れ

の

状

況

、

K

時

間

・
傑
悦
労
働

よ

」

と

尚

一

地

に

日

づ

け

ろ

m

た

に

時

が

先

住

及

ぼ

す

叫

梶

山

γ

、
労

ナ
匂

M
U

り

、

セ

ラ

ヒ

ス

ト

に

ー

あ

な

た

九

と

働

法

の

川

掛

か

ら

労

働

時

間

の

の
し
ゃ
べ
り
方
が
恋
い
t

と

説

』

こ

々

規

制

の

問

題

を

号

え

た

』
も
欠

教
さ
れ
た
り
。
祭
{
小
や
家
裁
へ

幽
で
が
同
連
《
会
で
は
、
一一片、『「山
1

ch軸
度
は
M
瓜
で
「
家
庭
内

幽
奇
声
働
尽
単
弘
の
一
一
加
を
改
正
す
る

の
こ
と
は
ダ
J
A
」
と
出
い
塩
さ

ヨ

「
る
仏
聞
き
に
対
す

φ
山
行
方
』

'
2
3
5
3
5
5
2
2
2
?
4
J
i
f
-
-
1
1
1
2
5
3
1
5
5
5
3
9
5
1
2
5
2
3
2
F
3
2
5
3
5
3
5
7
2
5
5
2
3
5ノラグノ
5
3
2
5
3
5
1
1
2
5
3
5
3
5
3
3
3
3
3
5
5
3
3
3
2
3
5
3
1
1
1
5
5
3
3
3
3
2
3
5
3
3
1
2
1
1
3
9
5
2
2
3
2
3
3
2

た

J
〆

り
組
へ
た
。
な
か
な
か
話
そ
う
験
を
も
と
に
劇
が
生
ま
れ
た
f
m
川
町
間
の
メ
ン
バ
ー
は
あ
わ
て

M

、

ザ

と
し
必
い
中
学
生
足
首
は
自
で
は
、
は
じ
め
「
と
ら
た
て
後
を
む
つ
弓
放
い
は
じ
め

膳

忠

粧

品

川

刷

。

ち

は

糾

問

場

に

占

た

が

、

く

ず

る

と

f
ど
も
た
ち
は
笑
闘
に
必

が

過

疎

の

村

で

中

学

牲

が

主

に

く

ず

し

て

敵

お

っ

と

し

な

い

。
勺
た
。
こ
う
し
て
、
小
中
午
を

践実

巡

位

し

て

ク

リ

ス

マ

ス

会

を

開

引

曜

の

教

ωが
「
や
ら
な
い
な
い
れ
約
円
二
十
人
の
大
合
附
と

た

く

な

ど

、

工

夫

し

h

I

1

小

林

市

ら

M
れ
」
と
叱
る
と
下
Y
む
た
な
り
、
三
月
一
円
発
点
会
l
。

礼

で

は

、

F

ど

も

丘

一
絡
の
農
業
ら
は
さ
っ
さ
と
帰
り
は
じ
め
「
白
庁
間
が
取
り
組
ん
で

を

体

験

、

合

制

組

曲

「
師
事
州
巾
が
た
。
「
本
心
は
歌
い
た
い
の
も
、
附
引
に
い
じ
め
が
無
く
な

と

や

「

て

き

た

」

を

子

ど

も

た

ち

F

」

。

だ

か

ら

子

ど

も

た

ち

は

こ

る

と

は

忠

わ

な

い

。

し

か

し

、

一つそ

と

八

に

取

的

ぬ

む

巾

か

ら

、

体

こ

に

米

た

の

だ

と

F

M

づ
い
た
今
の
こ
ど
あ
た
ち
は
川
刷
所
も

思

惑

ぷ

せ

る

相

f
も
い
々
い
、
せ
め

と

て

地

域

で

「

ど

も

た

ち

の

川

町

制

ちた

所
を
つ
く
り
、

f
ど
も
た
ら
が

も

遊

ん

だ

り

活

動

し

た

り

す

る

尉

ど子

に

し

、

何

で

も

話

せ

る

む

h
に

は

べ

り

た

い

L

と
王
山
り
九
日
っ
た
。

でムウ、ンポ、ノ、y

( 2 ) 

ー イラ

より

自
分
を
責
め
無
力
感
に

頼
り
に
な
ら
な
い
相
談
機
関

〈金瞳日〉

夫
や
必
人
か
ら
四
品
川
を
受
け
て
い
る
女
性
の
ゲ
ル
l
フ
刷
出
世
に
よ
る
実
態
調
合
か
昨
年
、
円
本
で
は
じ
め
て
行
わ
れ
た
が
、
そ
の
柑
制
作
の
報
告
が

「3
・
8
凶
際

ル
メ
件
デ
l
・
お
ん
な
た
ち
の
祭
り
」
の
分
科
会
で
什
わ
れ
「
』
。
単
力
を
長
け
た
女
性
た
ち
が
い
か
に
以
く
耐
え
、
よ
う
や
く
扱
い
を
it
革
め
る
気
持
ち
に
な
っ
て
も
、

受
け
止
め
て
く
れ
る
風
聞
が
少
な
い
な
ど
の
問
題
点
が
は
っ
き
り
み
え
て
き
た
。

夫
や
恋
人
か
ら
の
暴
力
に
対

し
て
、
良
町
日
本
で
は
問
題
に

も
さ
れ
ず

「日
本
に
は
モ
う
し

十
占
品
川
は
な
い
ー
な
ど
と
公
言

す
る
政
府
関
係
省
も
い
た
。
い

ま
だ
に
U
本
で
は
国
と
し
て
の

調
査
は
な
く
、
地
方
自
治
体
の

が
少
し
あ
る
く
ら
い
。
民
間
が

坦
わ
し
て
い
る
E

1998年 3月 20日

クループ面接調査で見えた

:;It 一

全国13地域で取組む

じめ根絶アクショ

ご:a.ーー

U
4
T
H
H
団
協
議
会
は
、
文

部
討
の
妥
帽
を
う
け
て
、
こ
の

一一昨「
日
本
列

μい
じ
め
恨
絶

7
ク
シ
ョ
ン
」
に
取
り
組
ん
で

パ
」
口
ぺ
l
ペ
l
l
麦
、

r-

L
J
y
j
J
l
p
f
J
 

の
鰍
間
会
、
を
行
っ
十
}
。

保
刻
な
村
会
問
泊
に
な
っ
て

い
る
い
じ
め
。
今
、
さ
ら
に
「
ム

カ
ツ
キ
」
「
キ
レ
ル
」
ヂ
ど
も
た

ち
の
山
崩
に
円
本
中
呆
然
と
し

て
い
る
状
況
。
日
目
協
で
は
、

+
同
l
一
一
一
の
地
域
で
取
り
組
ん

「』ロ
制
四
円
会
は
、
ま
ず
、
目
的
似

小
林
市
の
内
向
凶
が
つ
く
っ
た

州
作
劇
「
ド
人
他
が
降
り
て
く
る

"主主3:c 

企
画
政
策
課
と
し
て
的
結
さ

せ
、
女
性
政
策
そ
発
信
す

る
」
と
。
し
か
し
刷
出
な
の
は
、
山

良
公
唱
い
民
、
企
画
政
磁
波
長

ら
が
ん
民
性
政
策
烈
の
前
世
件

を
剛
山
解
し
て
い
な
い
こ
と

だ
。
山
の
政
策
に
伝
性
F
K
げ

の
政
策
は
い
ら
な
い
と
ぺ
い

一
つ
の
山
で
こ
う
も
防
巾

に
宜
的
政
策
課
が
廃
止
さ
れ

る
と
な
る
と
、
ド
ミ
ノ
式
に

他
の
門
前
体
で
同
じ
こ
介
添

起
こ
り
か
ね
な
い
。
尖
際
、

門
川
市
で
も
同
椴
な
い
下
が
起

さ
て
い
る
。

ん
A
件
政
策
課
リ
ス
ト
ラ
に

抗
議
し
「
女
性
政
策
ウ
オ
y

抗
議
と
代
笹
山
県
を
問
問
中
最
L

F
」
。
さ
ら
に
毎
日
、
読
売
、

産
経
の
一
紙
が
地
方
版
で
か

な
り
大
き
な
記
事
に
し
た
。

反
鴨
は
蛸
制
で
き
な
く
な

っ
た
が
、
市
と
し
て
は

一度

発
点
し
た
こ
と
を
記
せ
な
い

と
い
-
フ
必
地
が
あ
る
。
「
企

商
政
銑
諜
に
女
性
政
策
主
幹

主
張

{第3種郵便物認可)

こ
の
同
月
か
ら
大
阪
将
位

二
々
山
で
は
制
織
の
リ
ス
ト
ラ

一=
で
虫
刊
政
節
調
が
廃
止
、
A
肌

三
州
政
策
謀
に
眼
似
合
併
さ
れ

一
=
る
。
こ
の
判
会
的
イ
ン
パ
ク

一
二
ト
は
大
き
い
。

ニ
山
長
公
一
中
長
と
企
画
政
ぬ

「
謀
長
に
よ
れ
ば
尚
え
る
の
で

な
く
i
的
に
位
内
づ
け
た
と

い
う
。

J
礁
は
カ
y
コ
い
い

が
、
女
判
政
病
泌
の
名
が
約

一
え
る
こ
と
に
食
わ
り
は
な

一一ぃ。
私
は
昨
吋
木
、
巾
良
あ
て

に
抗
議
と
裂
望
哨
]
を
州
し

た
。
こ
の
抗
議
に
市
は
「
諜

と
し
て
怯
列
関
係
で
は
但
課

に
回
を
ま
す
政
策
推
進
を
指

示
で
さ
な
い
。
山
川
K
公
唱
に

女
性
政
策
課
の

廃
止
に
異
議
グ

園
信
潤
子

枚
方
市
古
性
政
簡
眼
廃
止
に

抗
臨
す
る
市
民
運
動

枚
方
市
宜
性
政
簡
協
隅
会
塵

つ
づ
け
、
市
の
友
作
管
制
団
職

の
夜
間
の
進
展
が
な
い
こ
と

を
聞
い
て
も
、
「
こ
れ
と
い

っ
た
師
団
山
は
な
い
」
と
い
う

符
し
か
返
っ
て
こ
な
い
の

だ
。
ど
う
哲
え
て
も
ん
且
件
是

別
撤
廃
へ
の
ど
小
川
定
と
反
動
、

パ
ッ
ク
ラ
ッ
シ
ュ
た
。

チ
・
校
ん
」
の
ん
且
性
市
民
有

忘
が
判
中
引
を
集
め
た
と
こ

ろ
、
た
っ
た
一
か
月
半
で
千

八
門

一
下
六
名
も
鍛
ま
り
、

関
内
一
川
、
闘
束
、
九
州
か

ら
も
抗
議
が
来
十
」
。
市
議
会

の
立
件
議
員
が
超
党
派
で
抗

訴
争
市
民
に
表
明
、
組
合
も

と
一
ニ
人
の
担
当
喰
員
を
お

く
。
こ
れ
に
よ
っ
て
他
の
諜

に
も
良
性
政
策
が
浸
透
し
や

す
い
。
市
民
の
た
め
釘
性
政

策
担
当
と
い
h
つ
所
在
を
示
す

右
肩
刷
、
ポ
示
も
掲
示
す
る
」

な
ど
約
束
。
し
か
し
、
女
性

政
策
の
力
針
を
聞
く
と
貝
体

第 1190雪第 1190雪

， 
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私
は
、
平
和
問
題
に
取
り

組
ん
で
い
る
市
民
凶
体
の
依

頼
宇
受
け
、
サ
イ
パ
ン

・
テ

ニ
ア
ン
口
閣
の
戦
跡
を
め
く
る

旅
れ
宇
盃
画
し
、
3
月
4
口

:;It :::a. ーー

そ
の
調
査
も
記
述
式
ア
ン
ケ

ー
ト
調
宵
が
殆
ど
で
、
「
一
片

の
紙
で
は
忠
い
を
占
さ
き
」
れ
な

い
」
と
い
う
ん
も
あ
勺
た
。
公

的
削
減
所
や
川
河
川
相
談
な
ど
は

ナ
マ
の
聞
を
き
け
る
附
の
チ

ャ
ン
ス
だ
が
、
回
世
助
の
相
談
は

調
企
と
は
別
の
物
で
阪
叫
が
あ

っ
た
。昨
町
、
吉
沢
夫
忠
子
さ
ん
(
ミ

シ
ガ
ン
州
立
大
助
教
師
間
)
と
、

ゅ
の
ま
え
知
fr
さ
ん
(
東
京
家

政
λ
訓
削
)
は
、
山
県
原
で
フ
ォ

ー
カ
ス
ケ
ル
l
ブ
凋
内
を
災
地

し
た
。
こ
れ
は
グ
ル
ー
プ
で
ぷ

し
あ
う
な
か
で
女
性
特
む
の
耕

験
市
内
棋
を
明
ら
か
に
し
、
問
題

解
決
の
た
め
に
判
会
を
動
か
し

て
い
く
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト

・
ア
ク

シ
ゴ
ン

・
リ
サ
ー
チ
で
あ
る
。

あ
ら
か
じ
め
新
聞
等
で
現

出
、
一
十
八
人
が
巾
し
込
ん
だ

が
火
際
に
来
た
人
は
卜
八
人

一
度
決
心
し
て
も
い
か
に
夫
か

ら
の
掛
力
が
ぷ
し
づ
ら
い
こ
と

か
わ
か
る
。
四
同
に
わ
け
小
人

数
で
話
し
合
っ
た
。
参
加
丹
の

作
院
は
4
一
卜
代
か
ら
六
卜
代
ま

で
に
渡
っ
て
い
る
が
、
一
分
の

一一
が
内
1
代
以
i
s
u晴
h
川
キ
ぶ

る
っ
た
の
は
ト
じ
人
が
火
、
一

人
が
恋
人
だ
っ
た
。

面
峰
山
」
時
、
参
加
μ
引
の
市
十
数

が
別
版
、
或
い
は
離
婚
し
て
い

当
事
者
た
ち
の
会
が
報
告
会
主
催

国

際
女
性

デ

|
の

分

科

会

で

使
」
で
昨
聞
け
。
い
じ
め
の
体

験
を
も
と
に
取
円
以
印
刷
ん
だ
劇
。

患
っ
て
き
た
ト
ラ
ッ
ク
の
前
に

飛
ぴ
州
し
た
巾
乍
生
。
教
師
も

視
も
な
ぜ
か
れ
か
ら
な
い
が
、

J
い
よ
ど
骨
反
日
立
た

ιの
版
f

か
均
ぬ
雌
に
か
ら
む
い
じ
め
が

あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
少
年
が

ヰ
き
る
h
M
を
取
り
戻
す
の
は
唱

に
、
大
好
き
だ
っ
た
お
ば
あ
む

ゃ
ん
が
、
あ
ら
わ
れ
活
宇
き
い

て
く
れ
た
か
ら
だ
っ
た
。
全

凶
行
午
入
会
で
抽
出
哩
ぷ
河
口
ぞ
と

っ
た
作
品
で
、
刷
用
問
に
場
内
も

し
ん
み
り
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
乙
の

出
崎
山
小
林
山
の
ほ
か
、
石
川

以
珠
洲
市
、
奈
良
県
以
沌
村
、

福
井
以
武
作
山
が
紺
白
。
い
ず

れ
の
地
域
も
小
中
生
と
行
什
問

が
ぶ
L
A
U
つ
会
を
持
つ
な
ど
一
取

8
月

n日
か
ら
モ

ン
ゴ

れ
た
り
、
「
孜
慢
」
を
警
長

た
り
。
女
性
の
助
け
の
発
日
を

受
け
止
め
ら
れ
る
機
関
に
な
る

こ
と
、
鱒
察
官
な
ど
の
再
教
育

は
急
務
と
い
え
そ
う
戸
、

グ
ル
ー
プ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の

君主習車千[ 町圃
エ 智五25品川1..1耐画m
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形
式
は
、
同
じ
紳
験
を
し
た
h凶

作
が
話
L
A
円
う
う
ち
、
ハ
円
分
だ

け
の
経
験
で
は
い
こ
と
に
以
づ

き
再
認
誠
し
、
述
併
と
相
瓦
援

助
の
場
企
つ
く
る
吋
能
性
が
品

る
と
い
わ
れ
る
。
昨
年
の
調
丘

で
も
、
ぷ
L
A
H
E
?
っ
角
、
こ
の
ま

ま
別
れ
る
の
は
附
し
い
と
胤
っ
た

叶
申
出
た
ち
が
、
サ
ホ
ト
ゲ
札

l
フ
「
コ
ス
モ
ス
」
会
つ
く
っ
た
Q

A
，
凶
の
調
査
卵
白
は
、
コ
ス

モ
ス
の
会
が
初
め
て
主
僻
し
て

日弁連

労
働
法
・
規
制
緩
和
の
影
響

昨
年
六
月
、
m
k
雇
用
機
会

均
等
法
の
改
正
に
伴
い
、
労
働

一軍一←1J言語再開の日Fyし

で

第

3

回
東
ア
ジ
ア
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム

お
=
川
点
ア
シ
7
h
t
判
フ
ォ

i
7
ム
が
A
f
h
川
八
八
4
1
U
H

か
ら
一
l
H
H
ま
で
、
モ
ン
ゴ

的
な
↓
日
明
は
な
に
も
な
い
。

一

枚
万
巾
に
は
部
課
民
に
女

一

件
は
一
人
も
い
な
い
。
形
式

一

的
に
/
ぷ
件
政
策
推
進
本
部
は

品
る
が
、
本
部
会
議
で
も
ζ

れ
と
い
F

フ
白
川
も
訂
尚
も
な

い
。
新
た
な
施
策
も
な
い
。

こ
れ
は
争
く
の
地
刀
什
梢
悼

の
共
通
山
だ
。
動
脈
悦
化
し

た
自
情
体
で
、
問
地
意
地
訓
を

持
つ
K
性
職
員
も
闘
え
な

い
。
交
件
政
京
諜
が
あ
る
こ

と
も
知
ら
な
い
市
民
も
多

L
 新
た
な
組
織
が
動
き
は
じ

め
て
い
る
。
ど
の
様
な
職
員

が
配
位
さ
れ
る
か
今
什
で
い

る
。
女
性
な
ら
だ
れ
で
も
い

い
わ
け
で
は
な
い
の
が
、
男

性
と
な
る
と
さ
-らに
状
川
町
は

お
窓
い
。
ま
ず
女
性
が
い
な

け
れ
ば
始
め
ら
れ
な
い
。
今

後
の
動
向
を
け
ん
守
り
た
い
。

川
市
内
ウ
ラ
ン
パ
l
ト
ル
で
聞
か

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

川
フ
ォ
l
-
7
ム
は
デ
リ
ケ
ー

ト
な
敵
治
則
m
屈
を
か
か
え
な
が

ら
、
共
通
の
課
姐
を
た
く
さ
ん

符
つ
点
ア
ジ
7
の
k
性
が
集
ま

り
述
惜
し
、
モ
の
山
キ
附
界
に

発
U
L
ふ
う
と
一
鮎
成
さ
れ
た
も

の。
第
一
向
は
北
一
一
去
五
の
肺
訴

を
旅
ね
、
九
四
咋
日
本
で
開
僻

さ
れ
た
(
江
ノ
自
国
・
か
な
が
わ

参
加
者
を
募
集
中

石母田あゆ子(テフノ旅行開発(韓)勤務)

か
ら
8
口
ま
で
、
旅
に
同
わ

し
て
さ
ま
し
た
。

東
京
か
ら
3
時
間
余
り
で

行
け
る
近
く
の
外
国
、
海
の

土
し
い
リ
ゾ
ト
地
と
し
て

在
者
に
人
気
の
あ
る
サ
イ
パ

・
ン
で
す
が
、
太
平
洋
戦
争
で

は
激
戦

・
玉
川
仰
の
島
で
あ
っ

た
と
い
う
壮
絶
な
雇
史
宇
ち

っ
て
い
ま
す
。

サ
イ
ド
ハ
ン
か
ら
南
に
5
J

行
っ
た
と
こ
ろ
に
テ
ニ
ア
ン

品
が
あ
り
ま
す
。
2
u
z
大
島

位
の
広
さ
で
、
美
し
い
同
然

が
た
く
さ
ん
娘
っ
て
い
ま
す

が
、
原
爆
宇
信
政
し
た
エ
ノ

ラ
・
ゲ
イ
号
が
こ
こ
か
ら
広

島
に
向
け
、
ボ
ッ
ク
ス
・
カ

l
巧
が
長
崎
に
向
け
飛
び
立

っ
た
島
で
す
。

乙
の
2
つ
の
島
に
残
る
戦

争
の
傷
跡
、
争
く
の
人
が
向

-
え
脅
し
ん
だ
痕
跡
を
実
際
に

見
た
り
、
当
時
円
本
の
市
原

と
し
て
働
い
て
い
た
別
地
の

人
た
ち
の
牛
々
し
い
依
験
を

聞
き
、
戦
争
の
惨
さ
を
再
認

誠
す
る
と
共
に
、
そ
れ
は
決

し
て
速
い
大
昔
の
出
来
事
で

は
な
い
こ
と
を
実
感
し
ま
し

「ョ
戦
跡
巡
り
の
旅
は
サ
イ
パ

ン
か
ら
で
す
。
A
r
も
ト
ー
チ

カ
、
防
毒
、
砲
獄
、
海
底

で
は
戦
闘
機
や
戦
艦
の
残
が

い
を
見
る
こ
と
が
出
来
ま

す
。
特
に
激
戦
が
繰
り
広
げ

ら
れ
た
北
部
で
は
、
多
く
の

戦
跡
と
そ
れ
に
ま
つ
わ
る
恋

話
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
ブ
ン
タ
ン

・
サ
パ

ネ
タ
(
通
称

・
パ
ン
ザ
イ

岬
)
。
1
9
4
4
年
6
月
中

旬
、
米
軍
が
サ
イ
パ
ン
に
上

位
(
7
月
7
日
、
円
本
軍
玉

俳
)
。
戦
火
に
器
き
と
ま
れ
た

民
間
の
、
特
に
機
敏
に
動
け

な
い
老
人
や
赤
ん
坊
を
抱
い

た
広
件
た
ち
は
、
追
い
五
叩
め

ら
れ
て
パ
ン
ザ
イ
岬
か
ら
m

u下
の
海
に
身
を
投
じ
、
サ

メ
の
餌
食
と
な
っ
た
と
い
い

ま
す
。
乙
の
地
獄
絵
図
の
様

な
状
況
を
見
た
米
兵
は
腰
を

抜
か
さ
ん
ば
か
り
に
驚
さ
、

気
が
狂
っ
た
よ
う
に
「
川
め

1回フォーラム(江ノ島)でモンゴルの
中村道子さ九に伝統工芸品在プレゼン 卜した1，士、

ん
見
性
セ
ン
タ
ー
v
二
年
お
J
に

聞
く
こ
と
じ
な
り
、
め
一
回
一
は

九
六
年
叫
国
ジ
ヴ
ル
で
聞
か
れ

た
。
一
、
-
白
井
志
、
円
本
、

伸
園
、
巾
国
、
寄
港
、
マ
カ

オ
、
台
問
、
モ
ン
ゴ
ル
の
仁
地

減
、
国
が
参
加
し
て
い
る
。

第
ニ
凶
フ
ォ
l
う
ム
を
而
阿
佐

す
る
こ
と
に
な
勺
た
モ
ン
ゴ
ル

は
、
移
行
経
済
の
な
か
で
山
田
乱

が
つ
づ
い
て
ム
ぢ
、
困
難
も
多

い
。
し
か
し
女
性
の
政
治
純
済

へ
の
事
画
が
進
み
、
教
向

b
七

ン
ゴ
ル
語
に
よ
っ
て
開
始
さ

れ
、
ロ
シ
ア
か
ら
の
経
済
的
、

文
化
的
独
立
、
中
国
に
た
い
す

る
X化
的
独
自
性
の
主
張
に
努

M
し
て
い
る
。
日
本
女
性
と
の

述
併
を
強
く
盟
み
、
「
資
舎
も

経
験
も
な
い
け
汽
と
愈
欲
だ
け

は
十
分
あ
る
」
と
開
催
問
を
買

っ
て
出
た
。

会
議
の
F
定
は
、
全
体
会
の

ほ
か
分
科
会
(
経
済
・
儒
祉
、

社
会
問
題
、
政
治
参
加
、
メ
デ

ィ
ア
、
環
境
、
宗
教
・
V
A
化
な

ど
)
の
ほ
か
、
「
経
済
の
グ
ロ

聞
い
た
ま
だ
五
一
申
立
の

中
か
内
夕
刊
た
ち
は
、
強
く

q

ち
上
が
っ
た

コ
ス
モ
ス
の
会
へ
の
連
絡
は

一
T
1
6
8
1
0
0
8
2
杉
村
久

孜
山
郵
便
凶
削

M
Sで
c

さ
ら
に
増
え
る
か
、
自
殺
カ
ロ

l
シ

基
準
法
の
女
了
保
護
規
定
が
撤

廃
、
九
九
年
四
月
に
は
砲
行
と

，C
2
2
FFC合
7
5
c
'
z
k
h
g
n
」
勺

-
R

ア
ジ
ア
ム
性
白
料
セ
ン
タ

ー
岡
田
・
3
4
6
3
・
9
7
5

フ
-o
zdp
z

ー
パ
ラ
イ
ゼ
l
シ
ョ
ン
が
ん
民
性

に
仏
ほ
ぼ
す
彫
判
i

「
人
幌
町
如
・

特
に
K
判
へ
の
掛
川
、
慰
安
州

問
題
、
出
川
口
氏
刊
労
働
行
問

題
政
治
参
州
と
エ
ン
パ
ワ
ー

メ
ン
ト
ー
に
つ
い
て
の
山
閣
の
が

あ
る
火
刊
迎
耐
の
科
凶
の
状

況
に
つ
い
て
の
ラ
ウ
ン
ド
テ
ー

ブ
ル
も
を
持
つ
F
一
止
。

同
フ
ォ
ー
ラ
ム
参
加
侃
望
、

問
い
合
わ
せ
は
ん
の
コ
ン
主
ク

ト
ホ
イ
ン
ト
ま
で
c

*
国
d
い
判
4
由
。
7
2
0
・

4

4
・
5
0
3
1
1
7
0
ヨF
三

と
さ

E
母
』
Em

広
司
代

C
『
偶

九
ゲ
-
附
し
て
い
る
。
「
労
使
附
記

さ
え
す
れ
ば
占
天
井
の
別
刊
の

労
働
時
間
の
改
舟
も
し
な
い
ま

ま
、
閉
山
女
が
平
専
に
働
く
た
め

を
担
由
に
改
正
す
れ
ば
、
ま
す

ま
す
時
間
規
制
は
な
く
な
る
。

い
ま
だ
広
件
の
灯
に
ん
本
区
立
伴

が
か
か
っ
て
い
る
山
崎
状
で
は
、

広
件
が
家
庭
と
賎
業
を
両
立
す

る
こ
と
が
図
鑑
に
な
る
。
ま

た
、
変
形
労
働
、
政
喧
労
働
な

ど
で
は
、
非
正
制
服
M
m
川
の
保
u
d

法
制
が
不
1
分
な
山
崎
状
で
、
ー

阪
川
町
制
も
、
制
疲
れ
れ
も
、
深

夜
労
働
の
胤
制
も
什
手
、
多
様

な
回
附
形
惣
だ
け
を
即
凹
に
舟

人
す
れ
ば
、
働
く
朽
の

q
Mは

ま
ず
ま
ず
厳
し
く
な
る
。
労
働

仏
制
は
、
人
間
ら
し
い
午
活
を

榊
む
た
め
の
錨
同
な
M
低
似
の

規
制
で
あ
る
」
と
、
厳
し
く
指

摘
し
て
'
い
る

ン
ン
ホ
ン
ウ
ム
で
は
、
働
く

刷
掛
か
ら
、
m
R
約
制
ス
チ
ェ
ワ

l
デ
ス
、
ぬ
A
U
切
働
で
深
佼
ハ

ー
ト
、
出
凧
暗
労
働
制
作
也
ど
で
一
働

く
人
速
か
ら
、
生
の
u
m
が
寄
せ

ら
れ
た
。
深
佼
パ
l
卜
で
働
く

巾
臥
純

ιん
己
ん
の
例
は
搬
h
a

も
の
だ
中
山
肌
さ
ん
は
、
ほ
F

U

平
ほ
P

問
卜
成
キ
過
ぎ
て
，
疑

似
ハ
ト
H

と
し
て
内
抗
臨
叫

咋
収
約
4
一
円
万
川
。
生
活
が
で

J
ず
、
4
L
同
日
、
他
フ
ァ
ミ

リ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン
で
働
く
。
川

宅
は
探
佼
r

件
削
労
働
時
間
は

三
千
時
間
、
作
収
は
ゴ
尉
万

川
同
開
聞
な
内
卜
1
1
卜
此
代

発に1臨む女性ヨカレーブが
毛
染
め
を
し
て
い
る
、

コ
シ
が
な
い
、切
れ
毛
が
多
い

地
肌
の
健
康
が
気
に
な
る

フ
ケ
、カ
ユ
ミ
が
多
い
・

消
費
者
の

声
生
か
し
開
発

時
代
が
流
れ
、
ヘ
ア
ス
タ
イ
ル

が
オ
、
干
し
M
量
得
九
な
Z
2
5
汽

髪
の
悩
み
や
ト
ラ
ブ
ル
も
多
種

多
織
に
な
っ
て
き
手

k~.白
髭

や
紘
け

E
、
フ
ケ
‘
カ
ユ
ミ
、
パ
サ

つ
き
な
ど
、
挙
げ
だ
す
と
キ
リ

が
あ
り
ま
せ
ん
.
そ
ん
な
援
の

悩
み
を
解
消
す
る
た
め
に
立
ち

上
が
っ
た
の
が
、
身
近
な
商
品

開
発
に
取
り
組
む
火
性
グ
ル

ー
プ
"
ネ
イ
チ
ャ
l
倶
楽
部
“
.

m
代
か
ら

ω代
の
主
附
が
集

ま
り
、
よ
り
安
全
で
自
然
に
や

さ
L
い
商
品
務
モ
ッ
ト
ー
に
、
A
，

t
宅
天
然
原
料
を
惜
し
か
し
F
T洗

剤
や
石
鹸
な
ど
を
つ
く
っ
て
き

ま
し
み
弓
そ
し
て
今
川
、
一
般
消

費
者
の
モ
ニ
タ
ー
己
0
0
名
の

声
を
取
り
入
れ
下
が
け
弁
あ
が
、

守
め
ギ
添
加
予
ノ
プ
1
」
甘
す
.

監
の

T
人
れ
の
基
本
は
毎
H

の
シ
ャ
、
/
プ
l
に
あ
り
ま
す
.
警

は
地
肌
か
り
生
卒
、
い
お
で
、

毎
日
の
シ
ャ
ン
プ
ー
で
地
肌
の

状
態
を
よ
〈
す
吾

E
「
主
り
‘

凡
気
な
髭
が
生
え
て
く
る
と
い

う
わ
け
で
す
.
し
か
し
髪
や
地

肌
は
想
像
以
L
L
虫
宇
〈

刺
激
に
も
弱
い
る
お
.
み
あ
た
め

同

h
は
髭
や
地
肌
を
傷
め
る
原
因

を
取
り
除
く
正
担
、
す
.

「
無
添
加
シ
ャ
ン
プ
ー
」
は
、
合

成
香
料
や
着
色
料
、
鉱
物
油

な
ど
の
友
示
指
定
成
分
は

一

切
使
用
せ
ず
。
セ
ラ
ミ
ド
、
コ
ラ

l
ゲ
、
〆
タ
ン
パ
ク
質
、
キ
チ
ン

キ
ト
サ
ン
な
戸
あ
天
然
成
分
だ

け
を
使
用
主
志
し
た
.
弱
徴
性

な
の
で
リ
/
ス
も
不
要
.
髭
や

地
肌
に
必
要
な
天
国
間
成
分
だ

け
ず
只
ノ
心
地
よ
い
使
用
感
で

大
切
な
髪
と
地
肌
の
健
康
を
し

っ
か
n
L
尋

26す
.
髪
h
h
は
も

ち
ろ
ん
、
自
然
環
境
に
も
ダ
メ

ー
ジ
を
お
r
え
る
心
配
は
あ
り
ま

せ
ん
.
支
性
か
ら
‘
男
性
や
お

チ
さ
ん
ま
で
、
家
族
全
日
で
安

心
与
島
す
令
。

νャ
、
，
A
ヲ
ー
で
す
.

髪
の

b
フ
プ
ル
で
お
悩
み
め
ト
刀
、

ぜ
ひ
3

度
お
試
し
く
だ
さ
い
.

希
望
者
全
員
に

プ
レ
ゼ
ン
ト

今
凶
使
用
感
を
け
叫
さ
せ
て
い

た
だ
く
た
め
.
希
望
者
全
員
に

ン
ャ
ン
プ
!
と
髪
の
傷
み
用
に
つ

く
っ
た
ロ
ー
シ
ョ
ン
を
セ
ッ
ト
に
し

て
プ
レ
ゼ
ン
ト
.
ど
う
ぞ
お
気

軽
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
.

お
申
し
込
み
は
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

0
1
2
0
(
6
6
6
)
2
4
6
h
マ

前
9
時
1
午
後
9
時
.
通
常

7
時
ま
で
)
F
A
X
0
9
6
8

(
2
5
)
2
3
2
3
 

ハ
ガ
キ
の
場
合
は
〒
住
所
(
7

リ
ガ
ナ
)
・
氏
名
(
7
リ
ガ
ナ
)
牛

年
月
日
・電
話
番
号
を
明
記
し

て
〒
組
問
熊
本
県
稲
池
市

限
府
1
6
6
「
咽
ネ
イ
チ
ャ

生
活
倶
濃
部
J

I係
」
ま
で

-
窺
似
商
昌
‘
類
似
広
告
に
己
注
置
く
だ
さ
い
。
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お申し込みは
フリーダイヤル

0120(666)246 

天
然
成
分

「
無
添
加
シ
ヤ
以
フ
よ

十
日
く
か
ら
伝
わ
る
美
し
い
刺

織
と
刺
し
F
を
知
る
。
ホ
テ

ル
を
一
事
出
る
と
、
家
も
食

べ
物
も
な
い
大
勢
の
人
々

「
弘
に
何
か
で
き
な
い

か
と
、
手
T
し
芸
宇
A
H
え
て
も

ら
っ
て
、
何
事
を
発
注
す
る

こ
と
を
思
い
つ
い
た
」
。
約
初

茸
前
の
乙
と
戸
、

タ
イ
の
メ
オ
族
の
ア
ッ
プ

リ
ケ
に
も
継
か
れ
、
輸
入
し

て
"
売
る
運
動
u
宇
品
別
同
年

間
つ
づ
け
る
。
出
来
L

仁
が
っ

た
艶
品
は
、
出
来
不
出
来
を

問
わ
ず
す
べ
て
買
い
取
り
、

取
的
引
き
宇
逐
中
で
や
め
な

い
と
と
が
ル
ー
ル
。
が
、
現

在
は
製
品
を
引
き
受
注
記

夢
、
な
勺
て
、
中
断
し
て
い

る。
今
は
同
様
の
製
品
宇
販
売

す
る
グ
ル
ー
プ
も
で
て
き
て

い
る
が
、
先
駆
的
存
在
。

肱
川
押
の
刺
繍
研
究
で
も
何

名
な
久
家
さ
ん
は
、
様
々
な

刺
繍
を
見
什
』
な
が
ら
「
お
金

を
あ
げ
る
だ
け
が
般
財
じ
ゃ

な
い
。
仕
卓
を
し
た
お
合
ゼ

米
を
口
、
つ
。
自
立
の
き
っ
か

け
を
作
れ
た
ら
い
い
と
思
っ

た
の
で
す
」
ル
話
し
た
。

ユ
ニ
フ
ェ
ム
募
金
の
振
込

先
は
、
郵
便
口
開
0
0
2
7

0
・
9
・
1
8
9
2
2
「
ユ

ニ
フ
ェ
ム
日
本
困
内
委
口
会

事
務
局
」
ま
で
。

外
務
省
の
女
性
対
策
関
連
予
算
案

ユ
ニ
フ
ェ
ム
圏
内
委
総
会
開
催

久
家
さ
ん
が
寸
技
術
援
助
」
語
る

2
月
お
目
、
東
京
ウ
ィ
メ

ン
ズ
プ
ラ
ザ
で
国
連
開
発
基

金
(
ユ
ニ
フ
ェ
ム
)
日
本
国

内
番
員
会
の
鎚
年
第
l
回
総

会
が
聞
か
れ
、
議
事
の
後
、

講
演
会
と
態
慈
宗
行
わ
れ

た。
日
本
国
内
委
員
会
(
中
村

道
乙
ム
副
長
)
は
、
貧
困
と
性

の
一
一
担
差
別
に
苦
し
む
開
発

途
上
国
の
女
性
の
生
活
向
上

と
困
立
支
援
を
目
的
に
、
刊
山

年
設
ι

￥
t
れ
た
さ
一
フ
ェ
ム

の
活
弱
を
支
援
す
る
た
め
、

ω年
に
発
足
。

「
フ
才
l
一
フ
ム
よ
ζ
は
ま

内
」
に
事
務
局
を
お
さ
、
ュ

ニ
フ
ェ
ム
へ
の
理
解
を
深

め
、
情
報
交
換
す
る
な
ど
、

N
G
O
活
動
を
推
進
し
て
い

る
。
(
構
成
メ
ン
バ
ー
は
2

月
現
住
、

E
会
員
・
民
間
団

さ
ま
ざ
ま
な
刺
繍
を
見
せ
な

が
ら
話
す
立
憲
さ
ん

TOSHIBA 
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て
く
れ
1
1
」
と
怒
鳴
る
も
州

の
、
モ
の
場
に
し
ゃ
が
み
込

山

ん
で
し
ま
之
の
が
い
た
と

川

昌
い
ま
す
。

山

民
間
人
が
な
ぜ
と
ん
な
究
川

に
方
を
し
な
く
て
は
い
け
な

川

体
H
、
費
助
会
員

・
団
体

か
っ
た
の
で
し
ょ
っ
か
9

川

幻
、
倒
人
5
4
3
名
)

4
1

時

、

捕

虜

や

投

降

は

川

ユ

ニ

フ

ェ

ム

の

活

動

は

科

恥
。
ま
た
、
敵
国
に
捕
ま
れ

川

国
政
府
の
拠
出
金
と
個
人

・

ば
鼻
や
耳
考
七
が
れ
、
お
ん

川

同
体
の
寄
付
で
支
え
ら
れ
、

な
f
ど
も
は
手
の
甲
に
穴
を

川

現
在
「
1
ド
ル
募
金
キ
ャ
ン

開
け
ら
れ
、
数
珠
つ
な
ぎ
に

川

ベ
I
ン
」
を
世
界
で
版
関

さ
れ
、
売
り
一
泊
ば
ぎ
れ
て
、

山

中
。
日
本
国
内
委
貝
会
で
も

収
織
に
さ
れ
る
と
教
え
ら

川

宇
曹
に
賛
同
、
こ
れ
ま
で
の

れ
、
皆
そ
れ
宇
信
じ
て
い
た

川

安
落
動
に
加
え
、
国
内
で

の
で
す
。
誰
の
責
任
で
し
ょ

川

「1
0
0
円
募
金
キ
ャ
ン
ペ

う
か

ο

川

l
ン
」
に
取
り
組
む
こ
と
に

別
地
の
カ
イ
ド
さ
ん
に
信

州

な
っ
た
。

じ
ら
れ
な
い
よ
う
な
と
と
を

川

製
談
会
で
は
、
地
峡
等
委

聞
き
ま
し
た
。
限
近
、
米
甲

山

員
会
(
各
地
の
正
会
叫
で
組

一=一一
一---
-一
一一--一
一一
---一一
一-----一一----
-一
一一--一
--
---一一---
一--
--一一一---
--
一-一
一一-----一一一-----一一
一-
--
一-
--一一一

----m

に
入
隊
し
た
い
と
い
-フ
H
本

川

織
、
同
体
的
な
活
婦
を
伝
っ

一
機

械

援

護

唱

議

議

議

議

機

綴

議

援

助

事

聖

書

、

数

々

川

の
霊
前
え
て
い
る
と
い

川

て
い
さ
か
ら
、
街
顕
募
金

一
線
議

選

滋

詣
司
脳
趨
機
組
織
"
艇

V
際

競
の
電
話
の
名
作
宇
残
せ
た
の

川

う
の
で
す
。
米
地
に
入
隊

川

や
チ
ャ
リ
テ
ィ
パ
ザ
i
、
ま

一
機

刻

銘

線

灘

額

縁

線

刻

綴

毅

綴

も

、

デ

ン

マ

ー

ク

な

ら

で

は

川

し
、
何
年

Zと
首

緒

川

た
ユ
一
一
フ
ェ
ム
童
書
」
せ

一

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

川

が
取
れ
る
と
思
つ
て
の
ζ
と

川

る
た
め
の
宣
否
活
動
の
殿
下

一

絵

と

文

章

で

紹

介

す

る

個

展

，

一

了
孫
に
芙
し
い
地
球
宇
殻

川

ら
し
い
で
す
が
、
実
際
に
は

川

が
報
告
さ
れ
た
。

一

私

の

見

て

き

た

デ

ン

マ

ー

ク

す
た
め
原
発
を
安
臼
し
、
風

川

米
国
痛
が
な
い
と
入
隊
で
き

川

記
〈
講
演
は
「
私
で
も
で

一

東

京

・
板
橋
区

大

塚
京
子
力
発
電
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
草

川

な
い
し
外
人
部
隊
の
よ
一五

山

き
る
ア
ジ
ア
の
在
た
そ

一

択
し
た
先
見
性
。
福
祉
や
県

川

も
の
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
乙

川

の
片
円
術
援
助
」
と
題
し
、
刺

一

取
橋
区
で
は
、
信
作
2
名
の
仰
個
展
H

を
開
さ
ま
す
。
境
問
題
に
対
す
る
前
向
き
な

川

う
し
た
安
易
な
考
え
が
、
悲

川

繍
作
家
の
久
家
道
予
ー
さ
ん
。

一

の
主
性
が
海
外
に
派
遣
さ
れ
油
絵
刊
点
、
水
彩
印
点
で
、
対
応
。
出
も
女
も
防
省
者
も

川

劇
酔
之
り
返
す
こ
と
に
繋
が

川

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
刺
繍
の
身
案

一

ま
す
。
今
年
は
私
が
そ
の
う
「
ど
も
に
も
分
か
り
ゃ
す
い
人
は
情
平
等
で
あ
る

「人

川

ら
な
い
か
と
、
心
が
痛
み
ま

川

者
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

一

ち
の
l
人
に
選
ば
れ
、
昨
年
説
明
で
す
。
春
休
み
の
お
F
m
」
憩
m
の
尚
さ
。
こ
れ
ら

川

す。

川

デ
ザ
イ
ナ
l
の
妹
が
ド
イ

一

の
秋
、
小
さ
い
頃
か
信
れ
さ
ん
と
-
絡
に
ぜ
ひ
在
来
は
首
長
高
度
で
あ
る

川

「

告

人

自

室

長

川

ツ

人

の

ホ

テ

ル

マ

ン

と

結

婚

一

だ
っ
た
デ
ン
マ
ー
ク
ヘ
、
教
て
下
さ
い
。
「
国
民
高
等
学
校
」
の
貞
髄

山

を

ιめ
な
い
」
と
年
配
の

川

し
て
い
て
、
パ
ン
グ
ラ
デ
シ

一

育
関
係
の
特
別
視
察
へ
事
加
個
展
「
私
の
見
て
き
た
デ
に
あ
る
民
宅
主
義
の
精
神
で

川

事
加
占
が
ポ
ツ
リ
と
。

川

ュ
の
ホ
テ
ル
に
勤
務
し
た
こ

一

し
ま
し
た
。
モ
の
感
動
を
絵
ン
マ
ー
ク
」
あ
り
、
人
を
川
思
い
や
る
国
民

川

(

つ

づ

く

)

州

と

か

ら

、

ベ

ン

力

ル

地

方

に

一

と
文
章
て
紹
介
す
る
初
め
て
3
月
泊
口
同
1
4
月
6
口
気
質
が
ベ
ス
に
な
っ
て
い

川

(
好
一
詳
の
た
め
こ
の
全
曲

州-
E
E
-
-
-
E
E-
-一
=
一
-
E
FE
a--
=
一一
一=
=
一一
三
三
一
-
E
E
-
-
=
=
一一
一一
一=
一一
二
三
一一
三
三
一
一
一
=
=
=
-
Z
E
--

一

'

・

2醒
踊
柳
川
。
平
目
白
時
ゐ
時
、
る
こ
と
を
議
し
ま
し
た
。

川

は
3
月
青
山
発
で
追
加
設

川
の
寺
保
育
所
の
設
立
へ
と
「
保
育
所
づ
く
り
の
さ
き
さ
〈
N
H
K
〉
守
谷
ル

一

バ

似

刊

十

険
十
、
日
9
時
1
G
(
描
こ
う
し
た
思
い
を
表
現
し

川

定
し
ま
し
た
。
関
心
を
お
持

川
発
麗
し
ま
す
。
発
火
以
の
東
が
け
と
な
っ
た
型
大
の
学
内
ミ
、
林
小
絞
下

一

a鍋
幽
闘
開
問
親
欄
終
日
は
諮
問
ま
で
)
区
立
成
ま
し
た
。
ま
ず
事
」
下
さ
い
。

川

ち
の
方
は
、

圃

ω・
3
3
4

川
λ
で
も
十
数
年
か
か
?
で
保
育
所
運
動
を
先
圃
た
ち
巳
主
催
B

「
働
く
ほ
の
会
」

生
一

、

丸

〉

一

-

掴
ア
l
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
(
東
そ
し
て
話
し
ま
し
ょ
う
'

川

6

・

2

5

5

5

5

川

た

室

内

の

保

育

所

が

で

き

聞

く

」

間

合

せ

ー一
層

-
3
9
4

2

4
m
U瀬
上

雇

娼

駅

北

口

Ia
t---一一一
E
E
-
-
-
E
E
-
-
-
E
E
-
-
一
山
-
-
-
一一一
一一一
---
--一一一-----一一
一----
一一一-
一一-----一-一一一
---
一一
----
-一一一-
----一一
一--
---
一一
一-
---一
一一----一-一
一一一一一一一一一
一一
-一
-一一
一一一
-一-
一一
---
--一一一----
-一一
一---h
ま

し

た

。

〈

東

大

〉

薄

久

代

、

高

柳

2

・
0
8
1
0
2
8
凶

E
一

語

換

跳
騨

命
令
〈
デ
ン
マ
ー
ク
の
こ
と
〉

川

'

1

l

l

v

t

z

:

i

し
て
ち
上
げ
ま
し
た
。
働
く
女
性
た
ち
に
大
き
な
共
戦
後
保
育
所
の
歴
史
の
源
型
、
有
四
時
下
、
丸
尾
ひ
時
以
後
に
。

玄

一

伊

梅

MFi
ア
ン
デ
ル
セ
ン
富
寺

山

内

閥

的

て

刀

県

南

折

干

り

を

軍

口

る

f宣
子

実
の
在
た
ら
は
職
民
感
宝
び
、
あ
ち
こ
ち
の
一
臓
流
の

2
っ
と
し
て
の
、
提
出
一
一
E
E
-
-
-
=
=-一一
Z
E
-
-
=
=
=
一
一
E
E
--E
E
-
-
三
一一-
E
E
--
E

J

f
闘
世
融
制
V

の
主
に
落
ち
着
い
た
霊

山

者

保

寸

u
e
F一円
f
芸
高
之

4
J
4

組
合
の
つ
ク
ア
ッ
プ
を
つ
宅
地
域
で
共

トサンプル
進呈 l 
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タ
イ
に
返
さ
れ
た
老
齢
の
象

〈金曜日〉ー

フ
ィ
リ
ヒ
ン
の
ヒ
ナ
ツ
ボ
火

岨
一

山
噴
火
被
災
者
の
救
援
、
イ
ラ

日
一

ク
の
ク
ル
ド
難
民
、
ザ
イ
i
ル

仁
一

の
ル
ワ
ン
ダ
難
民
の
数
援
な

は
一

ど
、
社
会
的
弱
者
へ
の
文
援
を

一一九一

続
け
て
い
る
山
民
団
体
「
ア
ジ

宏
一

ア
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

・
ネ
ッ
ト

忠
一

ワ
ー
ク

(
A
V
N
)」
が
、
日
寸
A

M-
-から
故
郷
の
タ
イ
に
送
り
返
さ

↑
一

れ
た
病
気
の
象
の
支
援
を
依
頼

一
さ
れ
、
ど
う
解
決
し
た
ら
い
い

の
か
と
悩
ん
で
い
る
。

「こ
れ
は
、
単
に
カ
ン
ハ
を

~ .::z. 一.圃・圃醐固'1主主主主

人
間
と
動
物
の
共
存
問
題
に

募
り
、
治
療
代
、
釦
代
を
送
れ

ば
い
い
問
題
で
は
な
い
。
日
本

の
関
心
あ
る
人
達
と

一
緒
に
考

え
て
み
た
い
」
と
A
V
Nデ
ィ

レ
ク
タ
ー
の
侍
光
臨
さ
ん
は
き

-っ
。こ

と
の
起
こ
り
は
、
タ
イ
北

部
ラ
ン
パ
ン
に
あ
る
世
界
で
唯

一
の
象
の
病
院
か
ら
S
O
Sの

手
紙
と
写
真
が
A
V
Nに
川
い

た
こ
と
。
今
年
の
二
月
、
円
本

か
ら
タ
イ
に
送
り
返
さ
れ
た
象

の
ス
ト
l
ミ
ー
が
倒
れ
た
と
い

Z 家
庭
や
乍
校
給
食
の
定
香

メ
ニ
ュ
ー
の
カ
レ
l
。
カ
レ

l
料
屈
そ
の
も
の
は
イ
ン
ド

で
伝
統
的
に
親
し
ま
れ
て
い

ま
す
。
本
来
は
、
多
く
の
ス

ハ
イ
ス
を
フ
レ
ン
ド
し
、
マ

ト
ン
や
野
菜
を
煮
込
ん
だ
も

の
で
す
。
今
日
の
よ
う
な
下

川
町
に
作
る
ζ
と
が
で
き
る
カ

レ
l
粉
を
考
案
し
た
の
は
、

(第3種郵便物認可)

イ
ギ
リ
ス
人
で
、
日
本
に
は

問
梢
時
代
に
伝
わ
り
ま
し

た
。
以
来
、
と
飯
と
肉
や
野

菜
が
一
緒
に
摂
れ
、
栄
必
バ

ラ
ン
ス
も
よ
く
手
軽
で
あ
る

乙
と
か
ら
恨
強
い
人
気
が
あ

り
ま
す
。

今
川
和
介
す
る
カ
レ
l
料

開
は
イ
ン
ド
風
の
も
の
で
、

ス
パ
イ
ス
を
数
積
類
ブ
レ
ン

-つ
。雌

象
の
ス
ト
l
ミ
l
は
、
一
A

十
年
ほ
ど
前
に
米
国
か
ら
日
本

に
輸
入
さ
れ
た
。
米
国
で
は
サ

ー
カ
ス
で
使
わ
れ
て
い
た
ら
し

い
が
、
川
本
に
き
て
か
ら
も

転
々
と
し
て
、
鼠
終
的
に
は
、

-
年
半
前
、
湖
南
動
物
プ
ロ
ダ

ク
シ
ョ
ン
が
、
日
仁
サ
フ
ァ
リ

・
パ
l
ク
か
ら
引
き
取
っ
た
。

同
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
は
、
必
]
年

則
を
迎
え
て
い
凶
っ
て
き
た
ス
ト

l
ミ
l
(維
定
的
1
内
政
)

を
、
改
郷
の
タ
イ
で
の
ん
び
り

過
C
さ
せ
て
や
ろ
う
と
、
今
年

の
A

A

月
十

一
日
、
飛
行
機
で
タ

イ
に
送
り
返
し
た
。
ス
ト
l
ミ

ー
は
ラ
ン
パ
ン
に
あ
る
林
野
庁

(T
I
O
)
の
肱
何
卜
に
円
か

れ
た
が
、
体
調
が
思
い
た
め
象

の
病
院
に
入
れ
ら
れ
た
。
が
、

同
月
の
十
-

A

刊
と
-

E

ト
一
日
に

倒
れ
、

nh川で
aU
て
ず
、
ク
レ

ー
ン
で
立
た
せ
な
け
れ
ば
な
らるせた立てっ使を

、
/レク

砂263‘

石

な
い
状
態
に
な
っ
た
。

ス
ト

l
ミ
ー
が
倒
れ
た
の

は
、
老
齢
で
一
以
弱
し
て
い
る
と

こ
ろ
に
急
激
な
気
候
と
住
環

境
、
食
餌
の
変
化
が
原
肉
と
見

ら
れ
て
い
る
。
タ
イ
の
人
た
ち

は
「
印
互
い
て
、
病
気
に
な
っ

て
叫
ん
な
せ
る
た
め
に
タ
イ
に
送

り
泌
す
べ
き
で
は
な
い
」
と
。

象
に
関
す
る
餌
や
薬
代
の
予

算
は
T
1
0が
員
任
を
持
っ
て

い
る
が
、
資
金
は
限
ら
れ
て
い

る
。
仙
曜
の
病
院
は
タ
イ
の
邸
脱

.
円
然
、自
似
保
設
を
行
っ
て
い

る
N
G
O
「ア
ジ
ア
象
の
ぶ
の

会

(V
A
E
)」
が
巡
問
し
て
い

る
の
だ
が
、
タ
イ
令
ぃ
ト
し
か
ら
病

'M
や
け
が
を
し
た
象
が
送
り
込

ま
れ
て
お
り
、
白
金
難
。

タ
イ
に
来
て
数
刊
で
ス
ト
ー

ミ
ー
が
死
ぬ
よ
う
な
こ
と
に
な

れ
ば
タ
イ
の
体
凶
伊
失
う
と
政

府
高
円
の
折
ぷ
で
特
別
待
遇
を

受
け
て
い
る
が
、
J
V
J

慌
が
以
き

れ
ば
、
ス
ト
l
ミ
l
の
状
況
は

も
っ
と
怒
く
な
る
。
元
気
な

時
、
日
本
の
下
ど
も
た
ち
を
楽

し
ま
せ
た
象
だ
か
ら
、
日
本
か

ら
も
資
金
協
力
を
し
て
欲
し

い
、
と
手
紙
は
訴
え
て
い
た
。

「
先
進
国
が
商
売
に
ロ
っ
て

き
て
、
使
い
終
っ
た
ら
握
9
と

い
う
両
業
主
義
と
野
午
動
物
の

こんなにたくさんのスパイスを使います

第 1190雪
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新

製

コ
ク
出
し
な
が
ら
も

の
ど
ご
し
ス

ッ
キ
リ

「
麟
麟
淡
麗
〈
生
〉
」
新
発
売

キ
リ
ン
ビ
ー
ル
株
式
会
社
で

は
、
こ
の
ほ
ど
、
発
泡
澗

「眠

麟
淡
鹿

〈
何
〉」
を
新
発
売
。
手

頃
な
価
栴
の
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料

ス
パ
イ
ス
事
興

ガ
ラ
ム
マ
サ
ラ
は
、
単

一
の
ス
パ
イ
ス
で
は
な

く
、
フ
レ
ン
ド
ス
パ
イ
ス

で
す
。
イ
ン
ド
の
ヒ
ン
ズ
ー
約

で
、
ガ
ラ
ム
は

「ネ
い
¥

マ
サ
ラ
は
「出
合
物
」の
こ

行
千
頭
(
同
a

一千
四
)
し
か
い

一

な
し
。

一

減
っ
た
原
閃
は
①
生
息
地
の

一

森
林
の
破
壊
、
②
木
村
伐
探
の

た
め
の
違
法
労
働
。

(
巾
に
は

党
曜
剤
を
打
っ
て
ま
で
酷
使
)

③
象
牙
を
取
っ
た
り
、

r象
売

自
の
た
め
密
猟
、
な
ど
に
よ
る

も
の
が
多
い
と
い
-
っ
。

タ
イ
象
「
ス
ト
ー
ミ
|
」
へ

の
力
ン
ハ
送
り
先
け
銀
行
・
住

U
A
銀
行
飯
田
橋
支
円
持
通
U
陛

5
8
1
6
4
6
「
タ
イ
録
保
誕

岩
金
」
。郵
便
振
倖

・
0
0
1
4

o
l
-
-
4
7
2
0
1
「

A
V

N
」
(
通
信
欄
に

「タ
イ
後
」
と

明
記
)

A
V
N
-四
回
・
3

q
L
Q
U白
U

・Q
X
b
q
u
1
A
。

女性の権利を書いた

ベアテさんが狂言岡しで
青年劇場4月公演「真珠の首飾り」

品

紹

介

と
し
て
、
こ
の
と
ζ
ろ
人
気
の

発
泡
酒
は
、
九
じ
年
は
前
年
比

約
五
二
%
の
プ
ラ
ス
、
ビ
ー
ル

市
場
と
合
わ
せ
た
市
場
構
成
比

で
は
六
%
弱
、
缶
市
場
で
は
約

一
O
%
に
シ
ェ
ア
伊
上
門
め
る
ほ

ど
に
な
っ
て
い
る
。
同
製
品

は
、
こ
う
し
た
消
印
者
の
ニ

l

「真珠の首飾り」の立ち稽古風景

青
年
劇
場
凶
月
公
演
「
真
珠

の
首
飾
り
」
は
ジ
ェ

l
ム
ス
二a

木
の
作

・
演
出
で
日
本
国
憲
法

の
誕
生
を
G
H
Qの
側
か
ら
描

い
た
も
の
。
昨
年
、

N
H
Kテ

レ
ビ
で
放
送
さ
れ
評
判
に
な
っ

た
「
憲
法
は
ま
だ
か
」
は
日
本

の
側
か
ら
苫
い
た
も
の
だ
が
、

こ
れ
と
対
を
な
す
も
の
だ
。

当
時
、

二
十
二
歳
で
人
権
と

女
性
の
権
利
伊
担
当
し
た
ベ
ア

一ア

・
シ
ロ
タ
さ
ん
が
、
狂
言
回

し
の
役
(
現
在
の
彼
女
が
当
時

を
回
想
す
る
)
で
登
場
。
制
定

当
時
の
ド
ラ
マ
で
も
中
心
的
に

活
臨
す
る
の
も
、
女
性
と
し
て

つ
れ
し
い
と
こ
ろ
だ
。

ド
ラ
マ
は
登
場
人
物
全
員
ア

メ
リ
カ
人
。

G
H
Q民
政
局
員

た
ち
。
一
九
四
六
年
二
月
、
毎

日
新
聞
は
日
本
国
政
府
の
憲
法

草
案
を
ス
ク
ー
プ
し
た
が
、
そ

れ
は
明
治
憲
法
と
大
し
て
変
わ

ら
ぬ
民
主
主
義
の
理
念
な
ど
全

く
必
い
も
の
だ
っ
た
。
G
H
Q

は
日
分
た
ち
で
モ
デ
ル
案
を
つ

く
り
、
川
態
依
然
た
る
政
府
案

を
叩
き
つ
ぶ
そ
う
と
し
た
。
附

聞
は
一
週
間
し
か
な
か
っ
た
。

こ
と
は
絶
対
総
密
と
さ
れ
た
。

改
忽
を
叫
ぶ
人
は
、
窓
法
は

ア
メ
リ
カ
人
が
押
し
つ
け
た
も

の
と
い
う
。
が
、
史
実
に
基
づ

い
た
こ
の
ド
ラ
マ
を
売
れ
ば
、

G
H
Q民
政
局
員
た
ち
が
、
間

界
の
憲
法
を
研
究
し
、
理
想
の

憲
法
を
つ
く
ろ
う
と
し
た
こ

と
。
日
本
に
も
民
間
の
憲
法
研

究
会
の
民
主
的
な
原
案
が
あ
っ

た
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
し
て
、
ベ
ア
テ
さ
ん
は
、

女
性
の
人
権
を
詳
し
く
列
記
し

た
が
、
民
政
局
次
長
の
ケ
l
デ

ィ
ス
大
佐
に
、
簡
潔
に
苫
け

と
、
大
半
の
条
項
砂
カ
ッ
ト
さ

れ
一
晩
中
泣
き
明
か
し
た
。
し

~
~

v

J

抗
日
円
、
白
r

，t
J

九

p

r

J

~

N

J

~

己

J

~

J

~
~

J

h

川
、

ou

J
負
i

v

「

焼

け

跡

の
子
ど
も
た
ち
」

戦
争
孤
児
を
配
録
す
る
会
編

基本作用
【ガラムマサラ】

手昧付け 公女

色付け カ

香り付け -tJ-tJ-tJ-tJ:

臭み消 し カカ-tJ

ね
ト

A
ン
サ
ハ
ん
が

i
伶
油
、
辛

5
小
ペ
リ
サ
シ
さ

パ

一

さ

ラ

大

さ

じ

l
、
赤
唐
辛
子
を
加

五

、

川

ミ

、

こ
う
く
引
ダ

C
唐
~
ク
ン
コ
~
ン
六

ヘ
ロ
小
サ
.
え
て
さ
っ
と
妙
め
、
肉
を
加

分

[

側

約

ク

1

5
、
ょ
こ
り
一
フ

4
亦

4
ツ
エ
、
村
ミ
↓
ク
ク
)
マ
…
え
て
色
が
変
わ
っ
た
ら
、
ガ

3
4川
、
じ
じ

広
し
，
u

サ
氷

、
)
リ
イ

1
0¥
ク
e

ツ

、
一
ム

4

一
ー
叩
詰
ド
さ
さ
加
、
ん
化

、
、

%
爪
メ
カ
じ

hv
、
月
ラ
同
日
ダ
ラ
…
ラ
ム
マ
サ
一
フ
を
除
く
ス
パ
イ

(
ベ
以
臼
印
小
卜
八
肉
本
に
よ

g

l
じ
の
一
、
さ
一

3
い
ブ
じ
ウ
ガ

l
…
ス
を
加
え
、
香
り
が
た
つ
た

一
仇
の
は
ド
州
き
段
、
叶
∞
じ
さ

UH-
-小
ダ
じ
ん
V

、
さ
パ
、
じ
い

材

レ
印
ト
市
一
ダ
悦
ん

g

J
沼
さ
小
川
川
、
じ
一
ン
さ
ド

2
小
(
凶
さ
。
内
、
カ
レ
l
ベ
l
ス
を
民
し

カ
ぎ
マ

l
シ
ラ
い
じ
叩
川
山
十
八
出

f
i
A
さ
ハ

ア
ト八

一
じ
一
ブ
じ
ト
入
。
人
れ
、
妙
め
合
わ
せ
る
。

ド
、
本
情
的
で
辛
い
タ
イ
フ

υ
糸
川
を
細
か
く
切
っ
て
い
る
①
正
ね
ぎ
は
ス
ラ
イ
ス
、
⑤
市
小
と
取
を
加
え
制
服
し

で
す
。
キ
l
マ
と
は
ひ
き
肉
の
で
、
ス
パ
イ
ス
は
パ
ウ
ダ
し
よ
う
が
、
に
ん
に
く
は
す
た
ら
中
火
に
し
、
約
刊
分
煮

の
こ
と
。
こ
こ
で
は
(
い
仇

l
(粉
)
を
使
い
、
ス
パ
イ
り
お
ろ
す
。
に
ん
じ
ん
は
粗
込
む
。
グ
リ
ー
ン
ヒ
l
ス
と

さ
肉
伊
使
っ
て
い
ま
す
が
、
ス
全
体
の
昧
を
な
じ
ま
せ
み
じ
ん
切
り
に
す
る
。

ガ
ラ
ム
マ
サ
ラ
を
加
え
、
出

イ
ン
ド
で
は

一
般
的
に
は
マ
て
、
よ
り
ス
ハ
イ
シ
l
に

什

②

カ

レ

|

べ

l
ス
を
作
と
ブ
ラ
ッ
ク
ペ
パ

l
(
分
U

ト
ン
の
ひ
き
肉
を
使
い
ま
上
げ
ま
す

o
M
み
に
応
じ
て
る

o
H
Tの
制
に
サ
ラ
ダ
間
外
)
で
昧
を
笹
え
る
。

す
。
に
ん
じ
ん
を
加
え
る
こ
カ
ル
ダ
モ
ン
を
加
え
る
と
よ
と
ク
ミ
ン
シ

l
ド

(

ホ

ウ

(

資

料
提
供
・
ラ
イ
オ
ン

と
で
、
昧
は
マ
イ
ル
ド
に
な
り
効
果
的
で
す
。
ル
)
を
人
れ
、
火
を
つ
け
パ
側
食
品
研
究
所
/
料
理
指
導

り
ま
す
。
辛
党
の
人
は
内
え

《キ
|
マ
力
レ
|
》

チ
ハ
チ
と
立
け
が
し
た
ら
正
ね

・
園
田
じ
ロ
子
)

め
に
。
キ
l
マ
カ
レ
l
は、

{作
り
方
】

ぎ
を
加
え
、
あ
め
色
に
な
る

ま
で
却
1
判
分
妙
め
る
。

③
ト
マ
ト
を
什
と
と
加

え、

5
分
妙
め
、
別
の
慌
に

取
り
山
し
て
お
く
。

④
同
じ
銅
に
、
サ
ラ
ダ
州

と
。つ
ま
り
ガ
ラ
ム
マ
サ

ラ
は
「辛
い
ス
八
イ
ス
ミ
ッ

ク
ス」
。使
い
必
は
、
カ
レ
l

粉
よ
り
も
簡
単
。い
ろ
い

ろ
な
料
煙
に
合
い
ま
す
。

カ
レ

l
料
開
を
作
る

叫
、
仕
上
げ
る
叩
分
前
に

一
人
前
小
さ
じ
l
H叶
で

加
え
て
煎
込
ん
で
く
だ
さ

お
日

ω山
時
却
分
1
日
時
し
人
れ
歓
迎
)
主
催

・
聞
い

横
浜
大
通
り
公
園
石
の
出
場
作
せ
:
タ
性
ユ
ニ
オ
ン
以
一
以
四

(
J
R
・
関
内
駅
南
円
l
分

)

凶

・
5
3
5
2
・
6
6
3
0

フ
ォ
ル
ク
ロ
l
レ
、
野
毛
の

V
中
嶋
啓
江
コ
ン
サ
ー
ト
・

十
八
道
芸
、
逝
法
劇
な
ど
の
催
し
ヴ
ォ
リ
ユ
|
ム
5
『
夢
で
逢
い

も
の
の
ほ
か
、
模
擬
居
、
展
示
ま
し
ょ
う
』

※
雨
天
小
比

m
H
H
ま
で
陣
品
館
劇
場

V
両

毛

環

境

展

明

(

新

橋

駅

3
分
)
町
田
謡
、
ホ

お
日
山
山
、
却
日
加
強
戸
公
民
ッ
ブ
ス
、
ゴ
ス
ペ
ル
、
オ
ペ
ラ

館
(
太
田
市
管
塩
3
4
5、
東
ま
で
バ
ラ
エ
テ
ィ
溢
れ
る
音
楽

武
・
治
良
門
橋
駅
印
分
)
八
で
。
5
回
を
祝
し
神
出
鬼
没
の

糊
川
を
考
え
る
。
束
モ
の
野
烏
ゲ
ス
ト
の
飛
び
入
り
れ

5
5

ほ
か
主
催
・
東
毛
1
0
0年

0
0円
(
令
席
指
定

・
税
込

塾

連

絡

阻

0
2
7
6
・
泣
・
み
)
時
間
等
詳
細
は
問
合
せ

5
3
2
7
(細
野

)

'

同

劇

場

四
回
・
3
5
7
1
・

V
草
も
ち
作
っ
て
花
見
に
行

1
0
0
3、
楽
ド
同
値

ω・
3

こ
う

1

7

9

6

・
3
3
0
0、
フ
ラ
イ

却
白
川
車
も
ち
教
宅
叩
時
、
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
四

ω・
3
3

花
見
日
時
女
性
ユ
ニ
庁
ン
東

4
4
・
4
8
6
6

一
民
代
々
木
山
下
務
所
仔
闘
の
前
総
W

に
み
ん
な
で
市
も
ち
を
つ
く

u時ぜ

り
、
花
見
を
し
て
、

H

リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
&
パ
ワ
l
ア
ッ
プ
を
阿

ろ
う
“
と
い
う
全
両

別
円
(
疋

戦
争
で
親
を
な
く
し
、
孤
児

に
な
っ
た
人
々

・
十
四
人
の
手

記
で
あ
る
。

家
族

一
緒
に
家
に
い
て
、
自

分
ひ
と
り
助
か
っ
て
、
と
い
う

ケ
l
ス
も
あ
る
が
、
学
泣
疎
開

3 

月

マ
ア
ホ
ウ
ド
リ
復
活
へ
の
道

長
谷
川
博
活
動
記
録
展

目
H

M
W
ま
で

T
S
S東
京

ガ
ス
新
柄
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
(回

ω
・3
3
8
1
・6
0
0
0
)

初
年
以
ヒ
、
鳥
島
に
通
い
つ

づ
け
、
ア
ホ
ウ
ド
リ
を
絶
滅
か

ら
復
活
さ
せ
た
長
谷
川
さ
ん
の

軌
跡
を
写
真
、
パ
ネ
ル
、

V
T

R
等
で
紹
介
。
長
谷
川
さ
ん
は

鳥
島
で
ア
ホ
ウ
ド
リ
の
デ
コ

イ
を
つ
く
る
長
谷
川
さ
ん

ア
ホ
ウ
ド
リ
の
保
護
研
究
で
都

民
文
化
栄
誉
章
、
国
立
公
園
協

会
・
田
村
口
を
受
口
。

V
コ
ン
サ
ー
ト
「
平
和
の
春

風
吹
か
そ
う
!
」

訪
日
附
同
時
ス
ペ
ー
ス
・

オ
ル
タ

(
J
R
・
新
横
浜
駅
6

分
固
0
4
5
・4
7
2
・6
3

4
9
)

佐
渡
山
盟
、
李
政

美、

三
上
寛

2
5
0
0円

主
催

・琉
球
ネ
シ
ア
企
画

V
青
林
舎
シ
ネ
倶
楽
部
「
老

人
と
海
」
幻
口
畑
山
時
な
か
の
Z
E

R
O
(回

ω・5
3
4
3
・3

1
0
1
)

ジ
ャ
ン

・
ユ
ン
カ

l
マ
ン
監
管
作
品
講
演
・
・
松

川
政
男
(
映
画
評
論
家
)

1

0
0
0可

V
い
き
い
き
フ
ェ
ス
タ
み
ん

な
と
も
だ
ち

中
に
、
家
族
が
空
襲
で
死
に
、

孤
児
に
な
っ
た
と
い
う
例
が
多

い
よ
、
つ
だ
。

し
か
し
、
親
が
健
在
で
さ
え

生
き
る
の
が
大
変
だ
っ
た
敗
戦

後
の
暮
ら
し
の
大
変
さ
。
親
戚

で
も
厄
介
者
扱
い
さ
れ
、
飢
え

に
な
や
み
、
農
家
な
ど
に
η

労

力
u

と
し
て
、
養
わ
れ
な
が

ら
、
居
づ
ら
く
て
転
々
と
し

.
。
胸
の
つ
ま
る
よ
う
な
回
怨

記
ば
か
り
だ
。

解
説
(
前
山

一一
男
)
に
よ
る

と
、
戦
争
似
児

・
浮
浪
児
の
数

さ
え
、
資
料
に
よ
り
ま
ち
ま
ち

で
正
確
な
数
は
わ
か
ら
な
い
。

厚
生
省
調
査

(
1
9
4
8年
)

に
よ
る
と
、
総
数
十
二
万
一二
千

五
百
十
一
人
。
施
設
に
収
容
は

一
万
二
千
人
余
。
親
戚
で
養
育

十
万
じ
千
人
余
と
い
、
っ
か
ら
、

殆
ど
伺
人
的
解
決
を
せ
ま
ら
れ

た
わ
け
だ
。
施
設
で
も
、
食
べ 若き日のベアテさん

か
し
、
そ
の
ケ
l
デ
ィ
ス
ほ
円

本
側
の
反
対
を
押
し
切
り
交
問

の
権
利
を
窓
法
に
人
れ
た
。
ま

た
捕
し
川
き
す
る
ベ
ア
一ア
さ
ん

の
姿
が
感
動
的
に
揃
か
れ
る
{

は
げ
し
い
、
高
度
の
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
が
つ
づ
く
ド
ラ
マ

だ
が
、
岬
壮
快
な
テ
ン
ポ
で
見
せ

る
。
な
お

「真
珠
の
首
飾
り
」

と
い
う
題
は
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
の
暗
号
名
「
ス
ト
リ

ン
グ

・
オ
プ

・
パ
ー
ル
ス
」
の

け
ぶ
語
訳
。

出
演
は
、
ホ
イ
ッ
ト
ニ

l
民

政
局
長
日
後
藤
陽
吉
、
ケ
l
デ

ィ
ス
H
千
百
拓
夫
、
ベ
ア
テ

・

シ
ロ
夕
刊
佐
藤
尚
子
、
ベ
ア
テ

.
シ
ロ
タ

・
ゴ
ー
ド
ン
リ
(
語

り
手
)
上
申
ま
ち
子
ほ
か
。

「
真
珠
の
首
飾
り
」

H
4月

日
日
(
土

)
i
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。ナンバー・デイスプレイ対応
.， 電鋸に出る前に、相手の電話番号を知ることができます (NTTとの契約か必要てす)

鶴み取り確実、メロディ付き快速ハンドスキャナ
メロディか流れてmみ取り速度を教えてくれるのて、すはやいコピー&送慣が可能てす

みんなで楽しく、ワイワイトーク
受信器や子織を置いたままでも通話ができ相手と問時に錯しでも、相手の芦かときれません

見やすい、パックライト付き大型ディスプレイ
明るく光る大型テ'ィスプレイにファクシミリの通信状況なとの情報がヲッキリ表示されます

ほかにもウレシイ槍能充実

おまかせ送信 ローリンヲ式オートカ y世 快速6秒送1置 トアホン対応 64階閥ハーフトーン

テシヲル留守館 内線通信 情犠点充電/生活防水コートレス子側 ホケへん呼ひ出し/用件転送

おやすみモート メモリ代行受信 スーハーLCR ~イヤルインサーヒス対応 鉱大/縮小コヒー

ヲU字詰デ-('11~NEC

コードレス留守電<2v
spea湖町陽準価格73，000円酬肘陶附色ナh ラルクレイ

スピークスイズ
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『スピークス31jシリーズは全て、NTT1)ナンバー・ディスプレイに対応しています。
※NTT rナンバー・ディスプレイ』サービス:本年、 2月1日より全国でサービス開始。


